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【過去問 1】 

次の問いに答えなさい。 

（青森県 2023 年度） 

問３ 図１の装置を用いて，コイルＡに電流を流した

ところ，コイルＢにつないだ検流計の針が＋にふれ

た。次のア，イに答えなさい。 

ア 下線部について，このとき流れた電流の名称を

書きなさい。 

図１ 

 

イ 図２のように，図１のコイルＢの真上からＳ極

を下にして棒磁石を落下させるときの，検流計の

針のふれのようすについて述べたものとして適切

なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番

号を書きなさい。 

１ ＋にふれた後，－にふれて０に戻る。 

２ ＋にふれた後，０に戻る。 

３ －にふれた後，＋にふれて０に戻る。 

４ －にふれた後，０に戻る。 

図２ 

 

 

問３ 

ア  

イ  

 

問３ 

ア 誘導電流 

イ １ 

 

問３ ア コイルＡに電流を流すと，コイルＢの中の磁界が変化し，誘導電流が流れる。このような現象を電磁誘導

という。 

イ 図１では，コイルＡの下側がＳ極，上側がＮ極となっている。よって，図２のようにコイルＢの上側から

棒磁石のＳ極が近づいてくるときは，図１と同じように検流計の針が＋にふれる。棒磁石がコイルＢの中を

通り抜けて，下側からＮ極が遠ざかっていくときは，上側からＳ極が近づいてくるときとは磁界の変化が逆

になるので，検流計は－にふれる。その後，棒磁石の影響がなくなると，検流計の針は０に戻る。 
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【過去問 2】 

エネルギーの変換について調べるため，次のような実験を行いました。これについて，あとの問１～問４に答

えなさい。 

（岩手県 2023 年度） 

実験１ 

 図Ⅰのように，コイルをオシロスコープにつなぎ，コイルの中に板を水平に通した。力学台車に棒磁

石をＮ極が台車の進行方向に向くようにとり付けた。 

 板の上を，一定の速さで力学台車を走らせてコイルを通過させた。このとき，オシロスコープの波形

は図Ⅱのようになり，台車の通過前後で電圧がプラスからマイナスに変化した。 

図Ⅰ 図Ⅱ 

  

実験２ 

 図Ⅲのように，図Ⅰの板を傾け，  と同じように棒磁

石をとり付けた力学台車を，上の方から静かに放してコ

イルを通過させ，オシロスコープの波形を観察した。 

 

図Ⅲ 

 

実験３ 

 図Ⅳのように，滑車つきモーターでおもりを持ち上げ

るための装置を組みたてた。 

 スイッチを入れて滑車つきモーターを回転させたとこ

ろ，250ｇのおもりを 0.60ｍ持ち上げるのに 2.0 秒かか

った。 

  のあいだ，電流計と電圧計の値はそれぞれ 0.60Ａ，

5.0Ｖを示した。 

図Ⅳ 

 

問１  で，磁石がコイルに近づくことで，コイルの内部の磁界が変化し，電流が流れました。この電流を何

といいますか。ことばで書きなさい。 
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問２  で，次のア～エのうち，このときのオシロスコープの波形として最も適当なものはどれですか。一つ

選び，その記号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 

    

問３  で，モーターに電流を流したとき，磁界の向き（ ）とコイルが回転する方向（ ）を模式的に

表すとどのようになりますか。次のア～エのうちから，最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア イ 

  

ウ エ 

  

問４  で，モーターがおもりにした仕事は何Ｊですか。小数第１位まで求め，数字で書きなさい。また，  ，

 で，エネルギーの変換効率は何％ですか。数字で書きなさい。ただし，100ｇの物体にはたらく重力の大

きさを１Ｎとします。 

 

問１  

問２  

問３  

問４ 

仕事   Ｊ 

変換効率   ％ 
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問１ 誘導電流 

問２ ア 

問３ イ 

問４ 

仕事 1.5Ｊ 

変換効率 25％ 

 

問１ コイルの内部の磁界が変化することでコイルに流れる電流を誘導電流といい，このような現象を電磁誘導と

いう。 

問２ 図Ⅰと棒磁石が同じ向きになった状態で力学台車が通過するの

で，図Ⅱと同じように電圧はプラスからマイナスに変化する。図Ⅲ

では台車が斜面を移動しているので，コイルに近づくときよりもコ

イルから離れるときの方が棒磁石の動きは速くなり，電圧は大きく

変化する。 

問３ 磁界の向きはＮ極からＳ極の向きとなる。このとき，右の図の黒

い矢印のようにモーターの各部分は力を受けるので，手前から見て

時計回りの向きに回転する。 

 

問４ 250ｇのおもりにはたらく重力は 2.5Ｎである。このおもりを 0.60ｍ持ち上げたのだから，仕事の大きさは，

2.5Ｎ×0.60ｍ＝1.5Ｊとなる。また，このときの消費電力は，0.60Ａ×5.0Ⅴ＝3.0Ｗとなる。2.0秒かけて持

ち上げたことから，電力量は，3.0Ｗ×2.0秒＝6.0Ｊとなる。したがって，このときの 

 エネルギーの変換効率は，
1.5

 6.0 
×100＝25％と求められる。 
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【過去問 3】 

次の問いに答えなさい。 

（宮城県 2023 年度） 

問３ 原子の構造の解明に関係するできごとをまとめた次の資料について，あとの(1)～(4)の問いに答えなさい。 

〔資料〕 
 

 陰極線の発見 

真空放電管を使った実験で，真

空放電管に大きな電圧を加える

と，陰極線が観測された。 

 電子の発見 

真空放電管を使った実験で，陰

極線が
マイナス

－ の電気をもつ電子の

流れだとわかった。 

 原子の構造解明 

プラス

＋の電気をもつ陽子と，電気

をもたない中性子が発見され，

原子の構造が解明された。 

(1) 原子の性質について述べたものとして，最も適切なものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 種類によって大きさが決まっている。 イ 化学変化によって２つに分けることができる。 

ウ １個の質量は種類に関係なく同じである。 エ 化学変化によって他の種類の原子に変わる。 

(2)  について，図３のように，蛍光板の入った真空放

電管の電極Ａ，Ｂに誘導コイルをつなぎ，誘導コイルの

電源を入れて大きな電圧を加えると，電極Ａから電極

Ｂに向かって出ている陰極線が観測できます。次の①

～③の問いに答えなさい。 

図３ 

 

① 陰極線の観測からわかることについて述べた次の文章の内容が正しくなるように，ａのア，イ，ｂのウ，

エからそれぞれ１つ選び，記号で答えなさい。 

陰極線の進む向きから，誘導コイルの＋極につないだのはａ（ア 電極Ａ  イ 電極Ｂ）であり，

誘導コイルと真空放電管をつなぐ導線の中を電子が移動する向きは，誘導コイルから流れる電流の向

きとｂ（ウ 同じ  エ 逆）である。 

② 別の電源を準備し，電極Ｃに－極，電極Ｄに＋極をつないで電圧を加えると，  のように，陰極線が

－の電気をもつことが確認できる現象が起こります。この現象について述べたものとして，最も適切なも

のを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 陰極線が見えなくなる。 イ 陰極線が電極Ｃのほうにひかれて曲がる。 

ウ 陰極線が蛍光板全体に広がる。 エ 陰極線が電極Ｄのほうにひかれて曲がる。 
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③ ドイツのレントゲンは，真空放電管を使った実験中に，真空放電管を通りぬける性質をもった放射線を

発見しました。このとき発見された，からだの内部を調べる検査などで利用される放射線を何というか，

答えなさい。 

(3)  について，解明された原子の構造について述べたものとして，最も適切なものを，次のア～エから１

つ選び，記号で答えなさい。 

ア 原子核は陽子と中性子からできていて，原子核のまわりに電子が存在する。 

イ 原子核は陽子と電子からできていて，原子核のまわりに中性子が存在する。 

ウ 原子核は中性子からできていて，原子核のまわりに陽子と電子が存在する。 

エ 原子核は陽子からできていて，原子核のまわりに電子と中性子が存在する。 

(4) 原子を構成する陽子，電子，中性子のうち，陽子と電子が電気をもっているにもかかわらず，原子が全体

として電気を帯びていない理由を，簡潔に述べなさい。 

 

 (1)  

  ① ａ（       ） ｂ（       ） 

 (2) ②   

問３  ③   

 (3)  

 (4)  

 

 (1) ア 

  ① ａ（   イ   ） ｂ（   エ   ） 

 (2) ② エ 

問３  ③ Ｘ線 

 (3) ア 

 (4) 
例 

陽子１個，電子１個がもつ電気の量が等しく，陽子と電子の数が等しいため。 

 

問３ (2) ① 電流は電源の＋極から－極に向かって流れ，このとき，電子は電源の－極から＋極の向きに移動する。

電極Ａから電極Ｂに向かって陰極線が観測できることから，電極Ａは誘導コイルの－極に，電極Ｂは誘導コイ



7 電流とその利用(中２) 電流・磁界・放射線ほか 2023 年度 

7 

ルの＋極につないだことがわかる 

② 陰極線は，－の電気をもっている電子の流れであるため，陰極線に対し垂直な方向から電圧を加えると＋

極側にひかれる。 
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【過去問 4】 

愛さんは，バイオマス発電や風力発電について興味をもち，資料で調べたり説明を聞いたりした。次の問いに

答えなさい。 

（秋田県 2023 年度） 

問２ 愛さんは，風力発電の会社の人から次のような説明を聞いた。 

 

図１ 

 

① 図２のように，２つの発光ダイオードを，足の長い方と短い方が逆になる

ように電源装置につないだ。３Ｖの電圧を加えて交流の電流を流し，発光ダ

イオードを左右に振ると，発光ダイオードはどのように見えるか，次から１

つ選んで記号を書きなさい。 

ア ２つとも光っていない 

イ 一方だけ光り続け，１本の線に見える 

ウ ２つとも光り続け，２本の線に見える 

エ 交互に光り，２本の点線に見える 

図２ 

 

② 下線部ｂのようになるのはなぜか，書きなさい。 

 

問２ 

①  

②  

 

問２ 

① エ 

② 
例 

熱が発生するため。 

 

問２ ① 発光ダイオードは決まった向きにだけ電流が流れて点灯する。図２のようにして交流の電流を流すと，一方

の発光ダイオードに電流が流れるときにはもう一方には流れず，電流の向きはたえず入れ替わっているので，交

互に細かく点滅するように光る。 

② 送電の途中で電気エネルギーの一部が熱エネルギーに変化するため，発電によって生み出された電気エネ

ルギーがそのまますべて送り届けられるわけではない。 
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【過去問 5】 

次の問いに答えなさい。 

（茨城県 2023 年度） 

問５ ティッシュペーパーでプラスチックのストローをこすると，こすったティッシュペーパーとこすられた

ストローのそれぞれに静電気が生じた。この電気の力が利用されている装置として最も適切なものを，次の

ア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア 手回し発電機 

イ 電子レンジ 

ウ コピー機 

エ スピーカー 

 

問５  

 

問５ ウ 

 

問５ コピー機は，静電気を利用してトナーの粉を紙にくっつけることで，文字などを転写している。 
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【過去問 6】 

次の問いに答えなさい。 

（栃木県 2023 年度） 

問７ 100Ｖの電圧で 1200Ｗの電気器具を使用したときに流れる電流は何Ａか。 

 

問７   Ａ 

 

問７ 12 Ａ 

 

問７ 電力の計算 

電力【Ｗ】＝電圧【Ｖ】×電流【Ａ】 

 



7 電流とその利用(中２) 電流・磁界・放射線ほか 2023 年度 

11 

【過去問 7】 

次の問いに答えなさい。 

（群馬県 2023年度） 

問４ 棒磁石のつくる磁界について，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) 図Ⅰ中のＮ極から出てＳ極に入る曲線は，棒磁石のつくる磁界の様子を表し

ている。この曲線を何というか，書きなさい。 

図Ⅰ 

 

(2) 図Ⅱのように，固定したコイルの上方のある位置で棒磁石を持ち，棒磁石の

Ｎ極を下向きにしてコイルの中心へ近づける実験を行ったところ，図Ⅲに示す

値まで検流計の針が振れた。続いて，同じ棒磁石を用いて，次のア～エの実験

を行った。図Ⅳに示す値まで検流計の針が振れたときの実験はどれか，ア～エ

から選びなさい。ただし，棒磁石を動かす範囲は常に同じとする。 

図Ⅱ 

 
 

実験 極の向き 動かす方向 動かす速さ 図Ⅲ 

 

図Ⅳ 

 

ア Ｎ極を下向き コイルの中心へ近づけた 速くした 

イ Ｎ極を下向き コイルの中心から離した 遅くした 

ウ Ｓ極を下向き コイルの中心へ近づけた 速くした 

エ Ｓ極を下向き コイルの中心から離した 遅くした 

    

 

問４ 

(1)  

(2)  

 

問４ 

(1) 磁力線 

(2) ウ 

 

問４ (2) 誘導電流の流れる向き 

棒磁石の同じ極をコイルに，「近づけたときと遠ざけたとき」，また，近づけたり遠ざけ

たりする「極を逆にしたとき」，誘導電流の流れる向きは逆になる。 

図Ⅲから，棒磁石のＮ極を下向きにしてコイルの中心に近づけたときは，針が右に小さく振れたことが分

かる。一方，図Ⅳでは，針が左に大きく振れている。 

 まず，針が左に振れるようにするためには，Ｓ極を下向きにしてコイルの中心に近づけるか，Ｎ極を下向

きにしてコイルの中心から離せばよい。また，図Ⅲより大きく針が振れるようにするためには，コイルを動

かす速さを速くする。 
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【過去問 8】 

次の問いに答えなさい。 

（埼玉県 2023 年度） 

問８ 放射性物質が，放射線を出す能力のことを何といいますか。その名称を書きなさい。 

 

問８  

 

問８ 放射能 
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【過去問 9】 

Ｓさんは，一定の電流が流れるコイルのまわりにできる磁界について調べました。これに関する先生との会話

文を読んで，あとの問１～問４に答えなさい。ただし，回路には，大きな電流が流れないようにするために
てい

抵
こう

抗
き

器

を接続しています。 

（千葉県 2023年度） 

Ｓさん：図１のように，コイルのまわりにできる磁界

を調べるための装置をつくり，厚紙に，鉄粉

をまいたり，方位磁針を置いたりして，その

ようすを調べようと思います。 

先 生：電源装置の切りかえスイッチを確認しましょ

う。 

図１ 

 

Ｓさん：電源装置の切りかえスイッチが交流になっていました。 

先 生：交流電流は，電流の向きと大きさが  ｗ  ため，本日の実験の目的には適していません。

オシロスコープを使って交流電流のようすを確認してみましょう。 

Ｓさん：オシロスコープに表示された交流電流の波形は， ｘ  の波形でした。 

先 生：そうですね。それでは，電源装置の切りかえスイッチを，直流にして実験をしてみましょ

う。 

Ｓさん：鉄粉をまくと，はっきりとａ
も

模
よう

様が確認でき，磁界のようすがわかりました。 

先 生：次は，方位磁針を置いてみましょう。 

Ｓさん：図２のように，図１のコイルを真上から見たようす

を，模式的に表しました。また，図２のコイルのま

わりのＤ～Ｇは，方位磁針を置く位置を表していま

す。Ｄ，Ｆは，コイルのＡ―Ｂ間を２等分する直線上

にしました。 

先 生：方位磁針はどのようになっていましたか。 

Ｓさん：Ｄでは，真上から見たようすを模式的に表すと，図

３のようになっていました。残りのＥ，Ｆ，Ｇに方

位磁針を置いて確認したところ，コイルのまわりに

できるｂ磁界の向きの
ぜん

全体
たいぞう

像がわかりました。ｃ回

路を流れる電流の大きさを変化させたときについ

ても確認したいと思います。 

図２ 

 

図３ 
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問１ 会話文中の  ｗ  ， ｘ  にあてはまるものの組み合わせとして最も適当なものを，次のア～エのうち

から一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア ｗ：周期的に入れかわる イ ｗ：周期的に入れかわる 

ｘ：  ｘ：  

ウ ｗ：一定である エ ｗ：一定である 

ｘ：  ｘ：  

問２ 会話文中の下線部ａについて，鉄粉をまいてできた模様に
そ

沿った曲線や直線を，磁界の向きをふまえて矢

印で表したものを何というか，書きなさい。 

問３ 会話文中の下線部ｂについて，図４は，図２のＥ，Ｆ，Ｇに置いた方位磁針を真上から見たようすを，模

式的に表したものである。図３の方位磁針を，図５のように，ＤからＥ，Ｆ，Ｇをとおり，もとの位置のＤ

まで，時計回りに厚紙の上をゆっくりと，移動させた。このとき，方位磁針のＮ極の向きを示す部分のよう

すを表したあとの文中の  ｙ  にあてはまる適当なものを，時計，反時計のうちから一つ選んで書き， ｚ  

にあてはまる数値を書きなさい。 

図４  図５  

方位磁針のＮ極の向きを示す部分は， ｙ  回りに  ｚ  周回る。 

問４ 会話文中の下線部ｃについて，回路を流れる電流の大きさを大きくした

とき，Ｄに置いた図３の方位磁針が指す向きはどのようになるか。解答用

紙の図中に，実線で方位磁針のようすをかきなさい。ただし，図３になら

って点線を利用し，Ｎ極の向きを示す部分は
ぬ

塗りつぶすこと。 
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問１  

問２  

問３ 

ｙ   

ｚ   

問４ 

 

 

問１ イ 

問２ 磁力線 

問３ 

ｙ 時計 

ｚ ２ 

問４ 

 

 

問１ 電流の向きと大きさが周期的に入れかわるのが交流，一定なのが直流である。交流電流のようすをオシロス

コープで確認すると連続した波形が見られる。 

問３ ＥとＦ，ＦとＧではそれぞれ磁界の向きは反対になっており，方位磁針もＥからＦで時計回りに 180°，Ｆか

らＧでも時計回りに 180°回る。同様に，ＤからＥ，ＧからＤでもそれぞれ時計回りに 180°ずつ回るので，

全体で 720°（720°＝360°×２より，２周）回る。 

問４ 電流の大きさが大きくなっても磁界の向きは変化しないので，方位磁針の指す向きは図３と同じになる。 
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【過去問 10】 

電流の実験について，次の各問に答えよ。 

（東京都 2023年度） 

＜実験＞を行ったところ，＜結果＞のようになった。 

＜実験＞ 

(1) 電気抵抗の大きさが５Ωの抵抗器Ｘと 20Ωの抵抗器Ｙ，電源装置，導線，スイッチ，端子，電流計，電圧

計を用意した。 

(2) 図１のように回路を作った。電圧計で測った電圧の大きさが 1.0Ｖ，2.0Ｖ，3.0Ｖ，4.0Ｖ，5.0Ｖになる

ように電源装置の電圧を変え，回路を流れる電流の大きさを電流計で測定した。 

(3) 図２のように回路を作った。電圧計で測った電圧の大きさが 1.0Ｖ，2.0Ｖ，3.0Ｖ，4.0Ｖ，5.0Ｖになる

ように電源装置の電圧を変え，回路を流れる電流の大きさを電流計で測定した。 

図１ 図２ 

  

＜結果＞ 

＜実験＞の(2)と＜実験＞の(3)で測定した電圧と電流の関係をグラフに表したところ，図３のようになっ

た。 

図３  
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問１ ＜結果＞から，図１の回路の抵抗器Ｘと抵抗器Ｙのうち，「電圧の大きさが等しいとき，流れる電流の大

きさが大きい方の抵抗器」と，＜結果＞から，図１の回路と図２の回路のうち，「電圧の大きさが等しいと

き，流れる電流の大きさが大きい方の回路」とを組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのう

ちではどれか。 

 
電圧の大きさが等しいとき，流れる電流の

大きさが大きい方の抵抗器 

電圧の大きさが等しいとき，流れる電流の

大きさが大きい方の回路 

ア 抵抗器Ｘ 図１の回路 

イ 抵抗器Ｘ 図２の回路 

ウ 抵抗器Ｙ 図１の回路 

エ 抵抗器Ｙ 図２の回路 

問２ ＜結果＞から，次のＡ，Ｂ，Ｃの抵抗の値の関係を表したものとして適切なのは，下のア～カのうちでは

どれか。 

Ａ 抵抗器Ｘの抵抗の値 

Ｂ 抵抗器Ｘと抵抗器Ｙを並列につないだ回路全体の抵抗の値 

Ｃ 抵抗器Ｘと抵抗器Ｙを直列につないだ回路全体の抵抗の値 

ア Ａ＜Ｂ＜Ｃ 

イ Ａ＜Ｃ＜Ｂ 

ウ Ｂ＜Ａ＜Ｃ 

エ Ｂ＜Ｃ＜Ａ 

オ Ｃ＜Ａ＜Ｂ 

カ Ｃ＜Ｂ＜Ａ 

問３ ＜結果＞から，＜実験＞の(2)において抵抗器Ｘと抵抗器Ｙで消費される電力と，＜実験＞の(3)において

抵抗器Ｘと抵抗器Ｙで消費される電力が等しいときの，図１の回路の抵抗器Ｘに加わる電圧の大きさをＳ，

図２の回路の抵抗器Ｘに加わる電圧の大きさをＴとしたときに，最も簡単な整数の比でＳ：Ｔを表したもの

として適切なのは，次のア～オのうちではどれか。 

ア １：１ イ １：２ ウ ２：１ エ ２：５ オ ４：１ 

問４ 図２の回路の電力と電力量の関係について述べた次の文の     に当てはまるものとして適切なのは，

下のア～エのうちではどれか。 

回路全体の電力を９Ｗとし，電圧を加え電流を２分間流したときの電力量と，回路全体の電力を４Ｗと

し，電圧を加え電流を     間流したときの電力量は等しい。 

ア ２分 イ ４分 30秒 ウ ４分 50秒 エ ７分 

 

問１ ㋐  ㋑  ㋒  ㋓ 

問２ ㋐  ㋑  ㋒  ㋓  ㋔  ㋕ 

問３ ㋐  ㋑  ㋒  ㋓  ㋔ 

問４ ㋐  ㋑  ㋒  ㋓ 
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問１ ア 

問２ ウ 

問３ ウ 

問４ イ 

 

問１ オームの法則 

電圧【Ｖ】＝抵抗【Ω】×電流【Ａ】 

図１のように抵抗器を電源装置に対して並列につなぐと，それぞれの抵抗器に電源装置と同じ大きさの

電圧が加わる。電源装置の電圧が 4.0Ⅴのとき，抵抗器Ⅹには 4.0Ⅴ÷５Ω＝0.8Ａの電流が流れ，抵抗器Ｙ

には 4.0Ⅴ÷20Ω＝0.2Ａの電流が流れる。図３の＜実験＞の(2)のグラフが電圧 4.0Ⅴ，電流 1.0Ａの点を

通っているのは，それぞれの抵抗器を流れる電流の合計を電流計で測定しているからである。 

また，図３の＜実験＞の(2)と(3)のグラフでは，電圧がどのような値のときも，(2)の方が流れる電流は

大きくなっている。よって，電圧の大きさが等しいとき，流れる電流の大きさが大きいのは図１の回路であ

る。 

問２ Ａの値（抵抗器Ⅹの抵抗の値）は５Ω。Ｂの値は，図３の＜実験＞の(2)のグラフが電圧 4.0Ⅴ，電流 1.0Ａ

の点を通っていることから，4.0Ⅴ÷1.0Ａ＝4.0Ωとなる。Ｃの値は，図３の＜実験＞の(3)のグラフが電圧

5.0Ⅴ，電流 0.2Ａの点を通っていることから，5.0Ⅴ÷0.2Ａ＝25Ωとなる。よって，Ｂ＜Ａ＜Ｃである。 

問３ 電力の計算 

電力【Ｗ】＝電圧【Ｖ】×電流【Ａ】 

図１の回路全体の抵抗の値は４Ω，図２の回路全体の抵抗の値は 25Ωである。このとき，図１の抵抗器Ｘ， 

Ｙに流れる電流の合計は
 Ｓ 

４
，図２の抵抗器Ｘに流れる電流は

Ｔ

 ５ 
で，抵抗器Ｙに流れる電流もこれと等しい。

また，図１の回路全体に加わる電圧はＳ，図２の抵抗器Ｘに加わる電圧はＴ，抵抗器Ｙに加わる電圧は，流れ

る電流が
Ｔ

 ５ 
であることから，

Ｔ

 ５ 
×20＝４Ｔなので，回路全体に加わる電圧は，Ｔ＋４Ｔ＝５Ｔである。したが

って，図１の抵抗器Ｘ，Ｙの消費電力の合計はＳ×
 Ｓ 

４
＝

 Ｓ２ 

４
，図２の抵抗器Ｘ，Ｙの消費電力の合計は５Ｔ×

Ｔ

 ５ 
＝Ｔ２となる。これらが等しいとき，

 Ｓ２ 

４
＝Ｔ２が成り立つ。Ｓ＞０，Ｔ＞０より，

 Ｓ 

２
＝Ｔだから，Ｓ：Ｔ＝２：

１となる。 

問４ 電力量【Ｊ】＝電力【Ｗ】×時間【ｓ】 

９Ｗで２分間電流を流したときの電力量は，９Ｗ×120ｓ＝1080Ｊである。４Ｗでこれと同じ電力量を消費

するのにかかる時間は，1080Ｊ÷４Ｗ＝270ｓより，４分 30秒間である。 
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【過去問 11】 

次の問いに答えなさい。 

（神奈川県 2023 年度） 

問２ 次の      は，電源タップに多くの電気器具をつなぐ「たこ足配線」についてＫさんがまとめたもの

である。文中の（ あ ），（ い ）にあてはまるものの組み合わせとして最も適するものをあとの１～４

の中から一つ選び，その番号を答えなさい。 

右の図のように電源タップに多くの電気器具をつなぐ「た

こ足配線」は，危険な場合がある。その理由は，電源タップ

につないだすべての電気器具が並列接続になっているため，

これらの電気器具に同じ大きさの（ あ ）ことで図中の

コードＸに大きな電流が流れ，発熱により発火するおそれが

あるからである。  

電源タップには，定格電流（図中のコードＸに流せる電流の上限）が記載されている。定格電流が15Ａであ

る電源タップを電圧100Ｖの家庭用電源につなぎ，電源タップに消費電力が30Ｗのノートパソコン，20Ｗの蛍

光灯スタンド，120Ｗのテレビ，1200Ｗのドライヤー（いずれも100Ｖの電圧で使用したときの値）をつないで

同時に使用した場合，コードＸを流れる電流の大きさは定格電流を（ い ）。 

１ あ：電流が流れる い：こえる ２ あ：電流が流れる い：こえない 

３ あ：電圧がかかる い：こえる ４ あ：電圧がかかる い：こえない 

問３ 図１のように，円柱を取り付けた台を水平に置き，２つのリング型の磁石Ａ，磁石Ｂ（質量は磁石Ａの方

が大きいものとする）をこの順で円柱に通したところ，磁石Ｂが宙に浮いた状態で静止した。図２はこのよう

すを真横から見たものであり，①～⑤の矢印は，磁石Ａ，磁石Ｂが受ける力を図示したものである。これらの

力のうち，作用・反作用の関係になっている力の組み合わせとして最も適するものをあとの１～６の中から一

つ選び，その番号を答えなさい。ただし，同一直線上にはたらく力であっても，矢印が重ならないように示し

てある。また，円柱と磁石の間の摩擦は考えないものとする。 

図１  図２  

１ ①，② ２ ①，③ ３ ①，④ 

４ ②，⑤ ５ ②，③，④ ６ ③，④，⑤ 
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問２ ① ② ③ ④ 

問３ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

 

問２ ４ 

問３ ３ 

 

問２ 電力の計算 

電力【Ｗ】＝電圧【Ｖ】×電流【Ａ】 

図のように，電気器具を電源に対して並列につなぐと，それぞれの電気器具に同じ大きさの電圧がかかる。

また，それぞれの電気器具に流れる電流の合計がコードＸに流れる。30Ｗのノートパソコン，20Ｗの蛍光灯ス

タンド，120Ｗのテレビ，1200Ｗのドライヤーを並列につないで同時に使用した場合，全体の消費電力は，30

＋20＋120＋1200＝1370Ｗであるから，このときコードＸに流れる電流は，1370Ｗ÷100Ｖ＝13.7Ａとなり，定

格電流の 15Ａをこえない。 

問３ ①は磁石Ｂが磁石Ａから受ける力（磁力），②は磁石Ｂが地球に引かれる力（重力），③は磁石Ａが地球に引

かれる力（重力），④は磁石Ａが磁石Ｂから受ける力（磁力），⑤は磁石Ａが台から押し返される力（垂直抗

力）。作用・反作用の関係になっているのは①と④である。 
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【過去問 12】 

Ｋさんは，電流が磁界から受ける力による物体の運動について調べるために，次のような実験を行った。これ

らの実験とその結果について，あとの問いに答えなさい。ただし，実験に用いるレールや金属製の棒は磁石につか

ないものとする。また，レールと金属製の棒との間の摩擦，金属製の棒にはたらく空気の抵抗は考えないものとす

る。 

（神奈川県 2023 年度） 

〔実験〕 図１のように，金属製のレールとプラスチック製のレールをなめらかにつないだものを２本用意し，

水平な台の上に平行に固定した。次に，金属製のレールの区間ＰＱに，同じ極を上にした磁石をすき間

なく並べて固定した。また，金属製のレールに電源装置，電流計，スイッチを導線でつないだ。金属製

の棒（以下金属棒という）をＰに置き，電源装置の電圧を 4.0Ｖにしてスイッチを入れ，金属棒の運動

を観察したところ，金属棒は区間ＰＱで速さを増しながら運動し，Ｑを通過したあと，やがてＲに達し

た。 

図１ 
 

問１ 〔実験〕において金属棒が区間ＰＱを運動しているとき，金属棒に流れる電流がつくる磁界の向きを表す

図として最も適するものを次の１～４の中から一つ選び，その番号を答えなさい。ただし，１～４の図に

おいて左側にＰがあるものとする。 

１  ２ ３ ４ 

    

 

問１ ①  ②  ③  ④ 

 

問１ ３ 
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【過去問 13】 

電熱線から発生する熱による水の温度の上昇について調べるために，電気抵抗が２Ωの電熱線を用いて，次の

実験１～３を行った。この実験に関して，下の問１～問５に答えなさい。ただし，電熱線から発生する熱は，すべ

て水の温度の上昇に使われたものとする。 

（新潟県 2023年度） 

実験１ 右の図のように，電源装置，スイッチ，電流計，電

圧計，電熱線を用いて回路をつくり，水 140cm3（140

ｇ）を入れた断熱容器に，電熱線，温度計，ガラス棒

を入れた。 

 断熱容器内の水の温度が，室温と同じ 16.0℃になる

まで放置した後，スイッチを入れて，電圧計が 2.0Ｖ

を示すように電源装置を調節して電流を流した。ガラ

ス棒で，静かに水をかきまぜながら，断熱容器内の水

の温度を，スイッチを入れてから１分ごとに４分間測

定した。 

 

実験２ 実験１と同じ手順で，電圧計が 4.0Ｖを示すように電源装置を調節して，断熱容器内の水の温度

を測定した。 

実験３ 実験１と同じ手順で，電圧計が 6.0Ｖを示すように電源装置を調節して，断熱容器内の水の温度

を測定した。 

下の表は，実験１～３の結果をまとめたものである。 

 

問１ 実験１について，電流計は何Ａを示すか。求めなさい。 

問２ 実験２について，電熱線が消費する電力は何Ｗか。求めなさい。 

問３ 次の文は，実験１，２において，電熱線で発生する熱量について述べたものである。文中の  Ｘ  に当

てはまる語句として，最も適当なものを，下のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

実験２で電流を１分間流したときに電熱線で発生する熱量は，実験１で電流を  Ｘ  流したときに電熱

線で発生する熱量と同じになる。 

ア １分間 イ ２分間 ウ ３分間 エ ４分間 

問４ 実験３について，表をもとにして，電流を流した時間と水の上昇温度の関係を表すグラフをかきなさい。 
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問５ 実験１～３について，電流を流した時間と水の上昇温度には，どのような関係があるか。「電力」という

語句を用いて書きなさい。 

 

問１   Ａ 

問２   Ｗ 

問３  

問４ 

 

問５  

 

問１ １ Ａ 

問２ ８ Ｗ 

問３ エ 

問４ 

 

問５ 

例 

電力が一定のとき，水の上昇温度は，電流を流した時間に比

較する。 
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問１ 電流計が示す値は，オームの法則より，2.0Ｖ÷２Ω＝１Ａとなる。 

問２ 電熱線に流れる電流の大きさは，オームの法則より，4.0Ｖ÷２Ω＝２Ａとなる。電熱線が消費する電力は，

電圧と電流の積で求められるから，4.0Ｖ×２Ａ＝８Ｗとなる。 

問３ 実験２で電流を１分間流したときに電熱線で発生する熱量によって水の温度は 0.8℃上昇したことがわかる。

電熱線から発生する熱はすべて水の温度の上昇に使われているものとするため，水の上昇温度が同じとき，電

熱線で発生した熱量は同じであるといえるから，実験１で電流を流したときに水の温度が 0.8℃上昇する時間

を読みとればよい。 
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【過去問 14】 

電熱線の発熱と電力について調べるため，電熱線ａ（抵抗 3.0Ω），電熱線ｂ（抵抗 4.0Ω），電熱線ｃ（抵抗

8.0Ω）を使って実験を行った。あとの問いに答えなさい。ただし，電熱線から発生した熱はすべて水の温度上昇

に使われたものとする。 

（富山県 2023年度） 

〈実験〉 

㋐ 発泡ポリスチレンのカップに一定量の水を入れて室温と同じ温度

になるまで放置し，そのときの水温を測定した。 

㋑ 電熱線ａを使って図１のような回路をつくった。 

㋒ 電熱線ａに 6.0Ｖの電圧を加え，回路に流れる電流の大きさを測定

した。 

㋓ ときどき水をかき混ぜながら，水温を１分ごとに５分間測定した。 

㋔ 電熱線ａを電熱線ｂや電熱線ｃにかえて，㋒，㋓と同様の操作を行

った。 

図１ 

 

㋕ 電流を流す時間と水の上昇温度との関係を，図２のようにグラフにまとめた。 

問１ ㋒において，電熱線ａに流れる電流の大きさは何Ａか，求めな

さい。 

問２ 次の文は，電熱線に一定の電圧を加えたときの水の上昇温度

について，図２からわかることをまとめたものである。文中の空

欄（ Ｘ ），（ Ｙ ）に適切なことばを書きなさい。 

・水の上昇温度は，電流を流す時間に（ Ｘ ）する。 

・水の温度を同じだけ上昇させるとき，電流を流す時間は，抵

抗の小さい電熱線の方が（ Ｙ ）なる。 

図２ 

 

問３ 図２から，電熱線の電力の大きさと５分後の水の上昇温度との関係をグラフにかきなさい。 

問４ 実験の一部をかえて，５分後の水の上昇温度を2.0℃にするための方法を説明した次の２つの文の空欄

（ Ｐ ）～（ Ｓ ）に適切な数値や記号を書きなさい。ただし，空欄（ Ｑ ），（ Ｒ ）にはａ～ｃ，

空欄（ Ｓ ）には図３のア，イのいずれかが入る。 

方法１：電熱線ａを使って，加える電圧を（ Ｐ ）Ｖにする。 

 

方法２：電熱線（ Ｑ ）と電熱線（ Ｒ ）を（ Ｓ ）のようにつな

ぎ，電熱線全体に 6.0Ｖの電圧を加える。 

図３ 
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問１   Ａ 

問２ Ｘ  Ｙ  

問３ 

 

問４ 

Ｐ  Ｑ  

Ｒ  Ｓ  

 

問１  2.0 Ａ 

問２ Ｘ 比例 Ｙ 短く 

問３ 

 

問４ 

Ｐ 3.0 Ｑ ｂ 

Ｒ ｃ Ｓ ア 

 

問１ オームの法則 

オームの法則…電圧〔Ｖ〕＝抵抗〔Ω〕×電流〔Ａ〕 

電熱線ａに 6.0Ｖの電圧を加えたときに流れる電流の大きさは，オームの法則より，6.0Ｖ÷3.0Ω＝2.0Ａ

となる。 

問２ 図２より，水の上昇温度と電流を流す時間の関係は原点を通る直線となることから，比例の関係にあること

がわかる。また，電熱線の抵抗が大きいほどグラフの傾きは小さくなることから，水の温度を同じだけ上昇

させるとき，抵抗の小さい電熱線の方が電流を流す時間は短くなる。 

問４ 電熱線ａで消費した電力は，6.0Ｖ×2.0Ａ＝12Ｗであり，５分後の水の上昇温度は電力に比例する 

 から，５分後の水の上昇温度を 2.0℃にするには，電熱線ａの電力を，
2.0

 8.0 
×12＝3.0Ｗにすればよい。 

 電力は，電圧〔Ｖ〕×電流〔Ａ〕で求められ，電流は，オームの法則より，電圧〔Ｖ〕÷抵抗〔Ω〕で求め

られるから，電力〔Ｗ〕＝電圧〔Ｖ〕×（電圧〔Ｖ〕÷抵抗〔Ω〕）と表すことができる。 



7 電流とその利用(中２) 電流・磁界・放射線ほか 2023 年度 

27 

 よって，電熱線ａに加える電圧Ｖは，3.0＝Ｖ×
Ｖ

 3.0 
 Ｖ 2＝9.0 Ｖ＞０より，Ｖ＝3.0Ｖとなる。 

 また，方法２で，電熱線全体に 6.0Ｖの電圧を加えたとき，消費する電力の合計が 3.0Ｗであればよいから，

回路に流れる電流は 0.5Ａとなる。このとき，回路全体の抵抗の大きさは，オームの法則より，6.0Ｖ÷0.5

Ａ＝12Ωである。回路全体の抵抗の大きさを 12Ωにするには，電熱線ｂとｃを直列につなげばよい。 
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【過去問 15】 

電流と磁界に関する，次の実験を行った。これをもとに，以下の各問に答えなさい。 

（石川県 2023年度） 

［実験］エナメル線でコイルと回転軸をつくり，回転

軸のエナメルをすべてはがした。図１のように，

回路をつくり，コイルの下部を黒く塗った。そ

の後，スイッチを入れたところ，回路には  

の向きに電流が流れ，コイルの下部が  の向

きに力を受け，コイルは動き始めたが，間もな

く静止した。なお，電源装置からは一定の向き

に電流が流れるものとする。 

図１ 

 

問１ 一定の向きに流れる電流を何というか，書きなさい。 

問２ 磁界の中でコイルに電流を流すとコイルに力がはたらく。この現象を利用したコイルの活用について述

べたものはどれか，次のア～エから適切なものを１つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 懐中電灯を点灯する。 イ 扇風機で送風する。 

ウ 手回し発電機で発電する。 エ 電磁調理器で加熱する。 

問３ 実験について，次の(1)～(3)に答えなさい。 

(1) スイッチを入れたところ，電流計の目盛りは図２のようになっ

た。電流の大きさは何 mAか，読み取って書きなさい。 

(2) 電流の大きさを変えて，抵抗器に 300mA の電流を５秒間流した

とき，抵抗器が消費する電力量は何Ｊか，求めなさい。ただし，抵

抗器の抵抗の大きさを 20Ωとする。 

図２ 
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(3) 図３は，図１の装置を の向きに見た模式図である。コイ

ルが回転し続けるように，スイッチを入れたり，切ったりする。コ

イルの回転を止める力がはたらかないようにするためには，コイ

ルの黒く塗った部分が図３のどの範囲を通過しているときにスイ

ッチを切った状態にしておかなければならないか，次のア～エか

ら最も適切なものを１つ選び，その符号を書きなさい。 

ア ０°から 180° イ 90°から 270° 

ウ 180°から 360° エ 270°から 360°と０°から 90° 

図３ 

 

問４ 実験の後，図４のようにコイルと磁石を設置しなおした。スイッ

チを入れるとコイルはどのように動くか，次のア～エから最も適切

なものを１つ選び，その符号を書きなさい。また，そう判断した理

由を，「電流の向き」，「磁石による磁界の向き」という２つの語句を

用いて書きなさい。 

図４ 

 

ア イ ウ エ 

    

 

問１   

問２   

問３ 

(1)   mA 

(2)   Ｊ 

(3)  

問４ 

符号   

理由  
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問１ 直流 

問２ イ 

問３ 

(1) 80 mA 

(2) ９ Ｊ 

(3) イ 

問４ 

符号 ア 

理由 

コイルの下部には，左向きに力がはたらき，また，コイルの

上部には，流れる電流の向きと磁石による磁界の向きが両方

ともコイルの下部とは反対向きになるため，左向きに力がは

たらくから。 

 

問３ (2) 1000mA＝１Ａであるため，抵抗器に加わる電圧の大きさは，オームの法則より，0.300Ａ×20Ω＝６Ｖで

ある。抵抗器が消費する電力は電圧と電流の積で求められるから，６Ｖ×0.300Ａ＝1.8Ｗとなる。よって，電

流を５秒間流したとき，抵抗器が消費する電力量は，電力と電流を流した時間の積で求められるから，1.8Ｗ

×５ｓ＝９Ｊとなる。 

(3) 電流が磁界から受ける力は，電流の向きが逆向きになると，逆向きになる。コイルの黒く塗った部分が図

３の 270°から 360°と０°から 90°の範囲にあるとき，電流が磁界から受ける力によってコイルは図３の

矢印の向き（時計回り）に回転するが，90°から 270°の範囲では電流が逆向きに流れているので，電流が

磁界から受ける力によってコイルは図３の矢印とは逆向き（反時計回り）に回転する。したがって，この範

囲で電流が流れないようにすれば，コイルの回転を止める力がはたらかなくなる。 
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【過去問 16】 

電流と磁界について調べるために，次の実験を行った。あとの問いに答えよ。 

（福井県 2023年度） 

〔実験１〕 図１のように，割りばしをスタンドで固定し，軽いアルミニウムの棒をＵ字形磁石の間に導線でつ

り下げ，1.5Ｖの乾電池Ａ，9.0Ｖの乾電池Ｂ，10Ωの抵抗器，スイッチを用意して回路をつくり，

次の操作１～４を行った。 

操作１ スイッチを乾電池Ａ側につないだ。 

操作２ スイッチを乾電池Ｂ側につないだ。 

操作３ 図１の 10Ωの抵抗器のかわりに，10Ωの抵抗器２個の直列回路をつくり，スイッチを乾電池Ｂ側

につないだ。 

操作４ 図１の 10Ωの抵抗器のかわりに，10Ωの抵抗器２個の並列回路をつくり，スイッチを乾電池Ｂ側

につないだ。 

〔実験２〕 図２のように，コイル，乾電池，抵抗器，スイッチを用意して回路をつくり，コイルの右側に磁針

を置き，スイッチを入れた。 

〔実験３〕 図３のように，実験２で用いたコイルに検流計をつなぎ，コイルの左側に棒磁石のＮ極を近づけた

ところ，検流計の針がふれ，誘導電流が図の矢印（↑）の向きに流れた。 

図１ 図２ 図３ 
   

問１ 実験１の操作１では，図１のアルミニウムの棒は内側に動いた。操作２では，アルミニウムの棒が受ける

力の向きと大きさは，操作１のときと比べてどのようになるか，簡潔に書け。 

問２ 実験１の操作２～４で，アルミニウムの棒が受ける力の大きさが最も大きい操作を１つ選んで，その番号

を書け。 

問３ 実験２の結果について考察した次の文章の  Ｘ  に当てはまる語句を，東，西，南から１つ選んで書

け。 

 「実験２で，スイッチを入れたところ，磁針のＮ極の指す向きは，北向きから  Ｘ  向きに動いた。こ

のことから，コイル内部に生じる磁界の向きは  Ｘ  向きとわかる。」 
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問４ 実験３で，誘導電流の向きを逆向きにするための操作として適当なものを，次のア～カからすべて選んで，

その記号を書け。 

ア コイルの左側から，棒磁石のＮ極を遠ざける。 

イ コイルの左側に，棒磁石のＳ極を近づける。 

ウ コイルの左側に，棒磁石のＮ極を速く近づける。 

エ コイルの左側に，棒磁石のＮ極を近づけたままにする。 

オ コイルの巻数を増やして，実験３を行う。 

カ コイルの右側に，棒磁石のＮ極を近づける。 

〔実験４〕 図４のように，２つのコイルＡ，Ｂの中に鉄しんを入

れた。コイルＡのスイッチを入れると，検流計の針は

一瞬ふれたあと，真ん中の原点Ｏの位置に戻った。 

図４ 

 

問５ 実験４について，コイルＢに電流が流れた理由を考察した。次の文章中の  Ｙ  に当てはまる語句を，

実験２，実験３の結果をふまえて書け。 

 「コイルＡに電流が流れた瞬間，コイルＡが電磁石となり，コイルＢの内部の  Ｙ  が変化し，その変

化にともない電圧が生じて，コイルＢに電流が流れた。そのあと，コイルＡに一定の電流が流れ，コイルＢ

の内部の  Ｙ  が変化しないため，コイルＢに電流が流れなくなった。」 

問６ 実験４の乾電池にかえて60Hzの周波数の交流電源をつなぎ，検流計にかえてオシロスコープをつないだ。

スイッチを入れたあとのオシロスコープで見たコイルＢの電圧の時間変化として最も適当なものを，次のア

～エから１つ選んで，その記号を書け。ただし，グラフの横軸の１目盛りは 0.01秒を表す。 

ア  イ  ウ  エ  
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問１  

問２ 操作   

問３  

問４  

問５  

問６  

 

問１ 力の向きは反対で，力の大きさは大きくなる。 

問２ 操作 ４ 

問３ 西 

問４ ア，イ，カ 

問５ 磁界 

問６ エ 

 

問１ 電流が磁界から受ける力 

・電流の向きを逆にすると，力の向きは逆になる。 

・磁界の向きを逆にすると，力の向きは逆になる。 

・電流を大きくしたり，磁界を強くしたりすると，力は大きくなる。 

1.5Ⅴの乾電池Ａ側にスイッチをつないだ場合と，9.0Ⅴの乾電池Ｂ側にスイッチをつないだ場合では，電圧

が大きくなる乾電池Ｂ側のときの方が，流れる電流も大きくなるため，電流が流れるアルミニウムの棒が磁界

から受ける力の大きさも大きくなる。また，電流の向きが反対になるので，力の向きも反対になる。 

問２ アルミニウムの棒に最も大きな電流が流れるとき，アルミニウムの棒が受ける力も最も大きくなる。10Ωの

抵抗器２個を使った並列回路では，回路全体の抵抗は 10Ωの抵抗器１個をつないだときよりも小さくなるた

め，同じ電圧を加えたときの電流が大きくなる。これに 9.0Ⅴの乾電池Ｂをつないだ操作４が，アルミニウム

の棒が受ける力の大きさが最も大きくなる操作である。 

問３ 図２のように乾電池をつないで電流を流すと，コイルの左側がＮ極になり，右側がＳ極になる。このため，磁

針のＮ極は西向きに動いた。図３ではコイルの左側から近づけたＮ極による磁界の変化を打ち消すように，コ

イルの左側がＮ極になる向きに誘導電流が流れており，これは図２と同じ向きである。 

問４ 誘導電流の向きを逆向きにするためには，コイルの中の磁界の変化が図３の場合と逆になるようにすればよ

い。つまり，コイルの左側から棒磁石のＮ極を遠ざける，コイルの左側に棒磁石のＳ極を近づける，コイル

の右側にＮ極を近づけるなどの方法がある。棒磁石を動かさなかった場合，誘導電流は流れない。コイルの

巻き数を増やした場合，誘導電流の大きさは小さくなるが，向きは変わらない。 
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問６ 交流電源をつなぐと，コイルＡに流れる電流が周期的に変化し，それによってコイルＢの中の磁界も周期的

に変化するため，コイルＢに加わる電圧も周期的に変化する。よって，オシロスコープには周期的な波が続

くようすが見られる。 
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【過去問 17】 

問いに答えなさい。 

（長野県 2023年度） 

問２ 図４のような電気ケトルは，電熱線に電流を流して水をあたためており，水量に

よって，沸騰するまでにかかる時間が異なる。このことに興味をもち，次のような

実験を行った。ただし，室温は一定であり，回路には電熱線以外に抵抗はなく，電

熱線で発生した熱はすべて水の温度上昇に使われるものとする。 

図４ 

 

 

〔実験３〕 

① 図５のように，発泡ポリスチレンのコップの中に電熱線，温

度計，室温と同じ 25.0℃の水 50ｇを入れた。 

② スイッチを入れ，電圧計が 5.0Ｖを示すように電圧を調整し

た。このとき，電流計の値は 1.25Ａであった。 

③ ときどき水をかき混ぜながら，スイッチを入れてから水温が

30.0℃，35.0℃になるまでの時間をはかった。 

④ ①で，水の質量を 100ｇ，200ｇに変えて，②，③と同様の操

作を行い，結果を表３にまとめた。 

図５ 

 

表３ 

 

(1) 実験３で，電熱線から１秒間に発生した熱量は何Ｊか，小数第２位まで書きなさい。 

(2) 実験３の 
 

 線部について，水をかき混ぜる理由を，簡潔に書きなさい。 

(3) 実験３の①で，水の質量を 150ｇにして，実験３の②，③と同様の操作を行ったとき，水温が 30.0℃から

35.0℃になるまでに要した時間は何秒か，表３をもとに求め，整数で書きなさい。 

(4) 1250Ｗの電気ケトルで，水 500ｇを１分間あたためると，水温が 25.0℃から 55.0℃まで上昇した。この

とき，水が得た熱量は，電気ケトルで１分間に消費した電力量の何％か，整数で書きなさい。ただし，水１

ｇを１℃上昇させるために必要な熱量を 4.2Ｊとする。 

 

問２ 

(1)   Ｊ 

(2)  

(3)   秒 

(4)   ％ 
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問２ 

(1) 6.25 Ｊ 

(2) 例  水温を均一にするため 

(3) 510 秒 

(4) 84 ％ 

 

問２ (1) 電力・熱量の計算 

電力【Ｗ】＝電圧【Ｖ】×電流【Ａ】 

熱量【Ｊ】＝電力【Ｗ】×時間【ｓ】 

電熱線に加えた電圧は 5.0Ⅴ，電熱線に流れた電流は 1.25Ａなので，電熱線が消費した電力は， 

5.0Ⅴ×1.25Ａ＝6.25Ｗである。求めるのは１秒間に発生した熱量なので，6.25Ｗ×１ｓ＝6.25Ｊと求められ

る。 

(2) 水をかき混ぜて水温が均一になるようにしておかないと，電熱線の発熱による水温の変化について，正しく

調べることができない。 

(3) 表３から，水の質量を２倍，４倍にすると，水温の上昇にかかる時間も，それぞれ２倍，４倍になっているこ

とがわかる。水の質量を 150ｇにした場合，実験３を行ったときの水の質量 50ｇの３倍となるから，水温の上

昇にかかる時間も３倍になると考えられる。また，水の質量が 50ｇのとき，水温が 35.0℃になるまでの時間

と，30.0℃になるまでの時間の差は，340－170＝170秒である。よって，水の質量が 150ｇの場合は，170×３

＝510秒になると考えられる。 

(4) 1250Ｗの電気ケトルを１分間（60秒間）使ったときに消費した電力量は，1250Ｗ×60ｓ＝75000Ｊである。ま

た，水温を 25.0℃から 55.0℃まで上昇させたとき，上昇した温度は，55.0－25.0＝30.0℃である。このとき

水が得た熱量は，500ｇ×30.0℃×4.2＝63000Ｊと求められる。よって求める値は， 
 63000Ｊ 

 75000Ｊ 
×100＝84％と

なる。 
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【過去問 18】 

次の実験を行った。問１～問６に答えなさい。 

（岐阜県 2023年度） 

〔実験〕図１のような回路を作り，抵抗器Ａに流れる電流と加わる

電圧の大きさを調べた。次に，抵抗の値が異なる抵抗器Ｂに変

え，同様の実験を行った。表は，その結果をまとめたものであ

る。 

表 

図１ 

 

 電圧〔Ｖ〕 0 3.0 6.0 9.0 12.0  

 
電流〔Ａ〕 

抵抗器Ａ 0 0.15 0.30 0.45 0.60  

 抵抗器Ｂ 0 0.10 0.20 0.30 0.40  

問１ 図１で，電圧計はア，イのどちらか。符号で書きなさい。 

問２ 抵抗器を流れる電流の大きさは，加わる電圧の大きさに比

例する。この法則を何というか。言葉で書きなさい。 

問３ 実験の結果から，抵抗器Ａの抵抗の値は何Ωか。 

問４ 実験で使用した抵抗器Ｂの両端に 5.0Ｖの電圧を４分間加

え続けた。抵抗器Ｂで消費された電力量は何Ｊか。 

問５ 図２のように，実験で使用した抵抗器Ａ，Ｂを並列につない

だ回路を作った。表をもとに，図２の抵抗器Ａに加わる電圧と

回路全体に流れる電流の関係をグラフにかきなさい。なお，グ

ラフの縦軸には適切な数値を書きなさい。 

図２ 

 

問６ 図３のように，実験で使用した抵抗器Ａ，Ｂと抵抗器Ｃをつ

ないだ回路を作った。抵抗器Ｂに加わる電圧を 6.0Ｖにしたと

ころ，回路全体に流れる電流は 0.30Ａであった。抵抗器Ｃの

抵抗の値は何Ωか。 

図３ 
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問１  

問２   の法則 

問３   Ω 

問４   Ｊ 

問５ 

 

問６   Ω 

 

問１ ア 

問２ オーム の法則 

問３ 20 Ω 

問４ 200 Ｊ 

問５ 

 

問６ 40 Ω 

 

問１ 測定する部分に対し，電圧計は並列に，電流計は直列につなぐ。 
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問２～４ オームの法則と電力量の計算 

・オームの法則…電圧【Ｖ】＝抵抗【Ω】×電流【Ａ】 

・電力量…電力量【Ｊ】＝電圧【Ｖ】×電流【Ａ】×時間【ｓ】 

表より，抵抗器Ａに 3.0Ｖの電圧を加えると，0.15Ａの大きさの電流が流れている。よって，オームの法

則より，抵抗器Ａの抵抗の大きさは，3.0Ｖ÷0.15Ａ＝20Ω 

同様に，抵抗器Ｂの抵抗の大きさを求めると，オームの法則より，3.0Ｖ÷0.10Ａ＝30Ωである。 

したがって，抵抗器Ｂに 5.0Ｖの大きさの電圧を加えると，5.0Ｖ÷30Ω＝
 5.0 
30

Ａの大きさの電流が流れる。 

よって，求める電力量は，5.0Ｖ×
 5.0 
30

Ａ×(60×４)ｓ＝200Ｊ 

問５ 直列回路と並列回路 

・直列回路のそれぞれの抵抗には，回路全体と同じ大きさの電流が流れる。 

・並列回路のそれぞれの抵抗には，回路全体と同じ大きさの電圧が加わる。 

並列回路では，それぞれの抵抗器に回路全体と同じ大きさの電圧が加わる。したがって，ここでは，回路全

体に加わる電圧と，回路全体に流れる電流の大きさを考えればよい。それぞれの抵抗の大きさは，抵抗器Ａが 20

Ω，抵抗器Ｂが 30Ωであったから，並列回路全体の抵抗の大きさＲは，
１

 Ｒ 
＝

１

 30 
＋

１

 20 
より，Ｒ＝12Ωとなる。よ

って，オームの法則より，横軸の電圧の値が 12.0Ｖのときに流れる電流の大きさが
 12.0Ｖ 

12Ω
＝1.00Ａ，9.0Ｖ

のときが
 9.0Ｖ 

12Ω
＝0.75Ａ，6.0Ⅴのときが

 6.0Ｖ 

12Ω
＝0.50Ａ，3.0Ｖのときが

 3.0Ｖ 

12Ω
＝0.25Ａとなるように縦軸の電

流の値をそれぞれ設定し，これらを表す点をとって，比例を表すグラフとなるように原点と各点を直線で結ぶ。 

問６ 抵抗の大きさが 30Ωである抵抗器Ｂに 6.0Ｖの大きさの電圧を加

えると，オームの法則より，抵抗器Ｂには 6.0Ｖ÷30Ω＝0.20Ａの

大きさの電流が流れる。図３では，（抵抗器Ａ＋抵抗器Ｃ）と抵抗器

Ｂの並列回路となっているので，回路全体に流れる電流の大きさが

0.30Ａのとき，（抵抗器Ａ＋抵抗器Ｃ）の部分に流れる電流は，0.30

－0.20＝0.10Ａとなる。 

図３で並列回路となる部分 

抵抗器 
電圧

〔Ｖ〕 

電流

〔Ａ〕 

Ａ＋Ｃ 6.0Ｖ 0.10Ａ 

Ｂ 6.0Ｖ 0.20Ａ 

   

 また，並列回路であることから，（抵抗器Ａ＋抵抗器Ｃ）の部分にも，抵抗器Ｂと同じ 6.0Ｖの大きさの電圧

が加わることが分かる。 

  このとき，（抵抗器Ａ＋抵抗器Ｃ）の部分では，抵抗器Ａと抵

抗器Ｃが直列につながっているので，この２つの抵抗器にはどち

らにも 0.10Ａの電流が流れる。また，抵抗器Ａの抵抗の大きさ

は 20Ωであるので，抵抗器Ａに加わる電圧の大きさは，オームの

法則より，20Ω×0.10Ａ＝2.0Ｖとなる。２つの抵抗器が直列につ

ながっていることから，抵抗器Ｃに加わる電圧の 

図３で直列回路となる部分 

抵抗器 
電圧

〔Ｖ〕 

電流

〔Ａ〕 

Ａ 2.0Ｖ 0.10Ａ 

Ｃ 4.0Ｖ 0.10Ａ 

   

 大きさは，6.0－2.0＝4.0Ｖとなるので，求める抵抗器Ｃの抵抗の大きさは，4.0Ｖ÷0.10Ａ＝40Ωとなる。 
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【過去問 19】 

次の問いに答えなさい。 

（静岡県 2023 年度） 

問２ 図１のように，同じ材質のプラスチックでできてい

るストローＡとストローＢを一緒にティッシュペーパ

ーでこすった。その後，図２のように，ストローＡを洗

たくばさみでつるした。 

 図２のストローＡに，ストローＢと，こすったティッシ

ュペーパーをそれぞれ近づけると，電気の力がはたらい

て，ストローＡが動いた。図２のストローＡが動いたと

きの，ストローＡに近づけたものとストローＡとの間に

はたらいた力の組み合わせとして最も適切なものを，右

のア～エの中から１つ選び，記号で答えなさい。 

図１ 図２ 
  

 
ストローＡに近づけたもの 

ストローＢ 
テイッシュ 
ペーパー 

ア 退け合う力 引き合う力 

イ 退け合う力 退け合う力 

ウ 引き合う力 引き合う力 

エ 引き合う力 退け合う力 

 

問２  

 

問２ ア 

 

問２ 図１のように，２本のストローをティッシュペーパーでこすると，ストローとティッシュペーパーはそれぞ

れ異なる種類の電気を帯びる。このとき，２本のストローは同じ種類の電気を帯びている。よって，ストロー

ＡにストローＢを近づけると退け合う力がはたらき，ストローＡにティッシュペーパーを近づけると引き合う

力がはたらく。 
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【過去問 20】 

次の問いに答えなさい。 

（愛知県 2023年度） 

問２ 抵抗の値が異なる２本の電熱線Ａと電熱線Ｂを用いて次の〔実験〕を行った。 

〔実験〕① 電熱線Ａ，電源装置，電流計及び電圧計を用いて図１のような回路をつくり，スイッチを入れ

てから，電圧の大きさをさまざまな値に変えて，電流計と電圧計の示す値をそれぞれ記録した。 

 ② ①の電熱線Ａを電熱線Ｂに取りかえて①と同じことを行った。 

 ③ 次に，図２のように，電熱線Ａと電熱線Ｂを並列に接続し，スイッチを入れてから電圧計の示

す値が 3.0Ｖになるように電源装置を調節し，電流計の示す値を記録した。 

 ④ さらに，図３のように，電熱線Ａと電熱線Ｂを直列に接続し，スイッチを入れてから電圧計の

示す値が 3.0Ｖになるように電源装置を調節し，電流計の示す値を記録した。 

図１ 図２ 図３ 

   

図４は，〔実験〕の①，②で得られた結果をもとに，横軸に電圧計

が示す値を，縦軸に電流計が示す値をとり，その関係をグラフに表し

たものである。 

 〔実験〕の③で電流計が示す値は，〔実験〕の④で電流計が示す値

の何倍か。最も適当なものを，次のアからコまでの中から選びなさ

い。 

ア 0.5倍 イ 1.0倍 ウ 1.5倍 エ 2.0倍 

オ 2.5倍 カ 3.0倍 キ 3.5倍 ク 4.0倍 

ケ 4.5倍 コ 5.0倍 

図４ 

 

 
 

問２ ㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔ ㋕ ㋖ ㋗ ㋘ ㋙ 

 
 

問２ ケ 

 

問２ 抵抗のつなぎ方とその大きさ 

大きさがＲ1，Ｒ2 である２つの抵抗を用いて回路をつくったときの回路全体の抵抗の大きさＲは，直列

回路…Ｒ＝Ｒ1＋Ｒ2，並列回路…
１

  Ｒ 
＝

１

 Ｒ1 
＋

１

  Ｒ2 
 

図４より，一方の電熱線では，３Ⅴの電圧を加えると 60ｍＡ＝0.06Ａの電流が流れ，もう一方の電熱線では，

３Ｖの電圧を加えると 30ｍＡ＝0.03Ａの電流が流れている。それぞれの電熱線の抵抗の大きさを求めると，オ

ームの法則より，３Ｖ÷0.06Ａ＝50Ωと，３Ｖ÷0.03Ａ＝100Ωである。これらの２つの電熱線を用いて③
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の並列回路をつくったとき，回路全体の抵抗の大きさＲは，
１

  Ｒ 
＝

１

 50 
＋

１

 100 
＝

３

 100 
より，Ｒ＝

 100 

 ３ 
Ωとなる。こ

れに対し，50Ωと 100Ωの２つの電熱線を用いてつくった④の直列回路の回路全体の抵抗の大きさは，50＋

100＝150Ωとなる。同じ大きさの電圧を加えたとき，回路に流れる電流の大きさは抵抗の大きさに反比例す

るから，150Ω÷
 100 

 ３ 
Ω＝4.5倍より，③の並列回路では，④の直列回路の約 4.5倍の大きさの電流が流れる。 
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【過去問 21】 

電気について調べる実験を行いました。後の問１から問５に答えなさい。 

（滋賀県 2023年度） 

【実験１】 

図１ 図２ 図３ 

   

〈方法〉 

① 図１のように，ストローＡをティッシュペーパーでよくこする。同様にストローＢもよくこする。 

② 図２のように，台の上でストローＡを回転できるようにする。 

③ 図３のように，ストローＡにストローＢを近づけて，ストローＡの動きを観察する。同様にティッシ

ュペーパーを近づけて，ストローＡの動きを観察する。 

〈結果〉 

図３で，ストローＢまたはティッシュペーパーを近づけたとき，ストローＡはどちらも動いた。 

問１ 実験１の結果で，ストローＡが引きよせられるのはどれですか。次のアからエまでの中から１つ選びなさ

い。 

ア ストローＢ 

イ ティッシュペーパー 

ウ ストローＢとティッシュペーパーの両方 

エ ストローＢとティッシュペーパーのどちらでもない 

問２ 実験１で，ストローをティッシュペーパーでよくこすることによって，ストローに静電気が生じるのはな

ぜですか。「電子」という語を使って説明しなさい。ただし，ストローは －
マイナス 

に帯電するものとします。 
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【実験２】 

図４ 図５ 

  

〈方法〉 

① 図４のように，ポリ塩化ビニルのパイプをティッシュペーパーでよくこする。 

② 図５のように，暗い場所で，帯電したポリ塩化ビニルのパイプに小型の蛍光灯（４Ｗ程度）を近づけ

る。 

〈結果〉 

小型の蛍光灯が一瞬点灯した。 

問３ 実験２で，ポリ塩化ビニルのパイプを使って蛍光灯を一瞬点灯させることができます。このとき，蛍光灯

が点灯したのはなぜですか。「静電気」という語を使って説明しなさい。 

【実験３】 

〈方法〉 

① 図６のように，十字板の入った放電管に，誘導コイルで大き

な電圧を加える。 

② 誘導コイルの＋極と－極を入れかえて同様の実験を行う。 

〈結果〉 

①のとき，放電管のガラス壁が黄緑色に光った。また，図６のよ

うに十字板の影ができた。 

図６ 

 

②のとき，ガラス壁の上部は黄緑色に光ったが，十字板の影はできなかった。 

問４ 実験３のように，気体の圧力を小さくした空間に電流が流れる現象を何といいますか。書きなさい。 

問５ 実験３の結果から，電流のもととなる粒子と電流について正しく説明しているものはどれですか。次のア

からエまでの中から１つ選びなさい。 

ア 電流のもととなる粒子は＋極の電極から－極側に向かい，電流も＋極から－極に流れる。 

イ 電流のもととなる粒子は＋極の電極から－極側に向かい，電流は－極から＋極に流れる。 

ウ 電流のもととなる粒子は－極の電極から＋極側に向かい，電流は＋極から－極に流れる。 

エ 電流のもととなる粒子は－極の電極から＋極側に向かい，電流も－極から＋極に流れる。 
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問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

 

問１ イ 

問２ ティッシュペーパーからストローに電子が移動したから。 

問３ 
ポリ塩化ビニルのパイプに蓄えられた静電気が蛍光灯の中を通ること

で，電流が流れたから。 

問４ 真空放電 

問５ ウ 

 

問１ ストローＡ，Ｂは同じ電気を帯び，ティッシュペーパーは異なる電気を帯びている。このため，ストローＡ

とＢはしりぞけ合い，ストローＡとティッシュペーパーは引き合う。 

問２ 電子は－の電気を帯びた粒子である。この電子がティッシュペーパーからストローに移動することによって，

ストローは－に帯電し，ティッシュペーパーは＋に帯電する。 

問３，４ たまっていた静電気が流れ出たり，電気が空間を移動したりする現象を放電という。放電管の中は気圧

が極めて低くなっており，このような空間を電流が流れる現象を真空放電という。 

問５ 電流のもととなる粒子である電子は－極の電極から＋極側に向かう。電流の向きは電子が移動する向きとは

反対となる。 
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【過去問 22】 

次のノートは，右のⅠ図のようなテーブルタップを使用する際の注意点につい

て，みゆさんがまとめたものである。また，下の表はみゆさんが，さまざまな電気

器具を，家庭のコンセントの電圧である 100Ｖで使用したときの消費電力をまとめ

たものである。これについて，下の問１～問３に答えよ。ただし，それぞれの電気

器具は，表に示した消費電力で使用するものとし，消費電力は常に一定であるもの

とする。 

（京都府 2023年度） 

Ⅰ図 

 

 

ノー卜 

テーブルタップに電気器具を複数つなぐと，それらの電気器具は並列につながることになり，回路

全体の消費電力が大きくなる。そのためテーブルタップには，電気を安全に使うために，電流や消費

電力の上限が記載されている。テーブルタップに記載された電流や消費電力の上限を超えて電気器具

を使用すると，テーブルタップが発熱し，発火するおそれがある。テーブルタップは，電流の上限が

15Ａのものが多く，例えば，電圧が100Ｖのコンセントに，電流の上限が15Ａのテーブルタップをつ

なぎ，そのテーブルタップに表中の     をつないで同時に使用すると，テーブルタップに流れる

電流は16Ａとなり，電流の上限である15Ａを超えてしまうので危険である。 

 

電気器具 ＬＥＤ電球 白熱電球 パソコン テレビ 電子レンジ 電気ポット トースター 

消費電力〔Ｗ〕 8 60 80 200 600 800 1000 

問１ 表から考えて，ノート中の     に入る語句として最も適当なものを，次の(ア)～(カ)から１つ選べ。 

(ア) パソコンとテレビ (イ) パソコンと電子レンジ (ウ) テレビと電子レンジ 

(エ) テレビと電気ポット (オ) 電子レンジとトースター (カ) 電気ポットとトースター 

問２ みゆさんは，家庭で使用していた白熱電球の１つを，ＬＥＤ電球に交換した。表から考えて，ＬＥＤ電球を

１時間使用したときに消費する電力量は何kJか求めよ。また，白熱電球のかわりに，ＬＥＤ電球を 50時間使

用したときに削減できる電力量は，テレビを何時間使用したときに消費する電力量と等しいと考えられるか

求めよ。 
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問３ 電気器具を流れる電流の道すじは回路図で表すことができる。次のⅡ図は，電源，スイッチ，豆電球を用

いてつくった回路を，回路図で表したものである。また，右のⅢ図は，電源，スイッチ，Ⅱ図と同じ豆電球

を用いてつくった５つの回路を，それぞれ回路図で表したものである。Ⅱ図で表された回路のスイッチを入

れると豆電球は点灯した。Ⅲ図で表されたそれぞれの回路のスイッチを入れたとき，Ⅱ図中の豆電球と同じ

明るさで点灯する豆電球として適当なものを，Ⅲ図中のＡ～Ｆからすべて選べ。ただし，Ⅱ図・Ⅲ図中に書

かれた電圧は電源の電圧を示しており，豆電球以外の電気抵抗は考えないものとする。 

Ⅱ図  Ⅲ図  

  

  

 

問１ ア  イ  ウ  エ  オ  カ 

問２ 

  kJ 

  時間 

問３ Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 

 

問１ オ 

問２ 

28.8 kJ 

13 時間 

問３ Ｂ，Ｃ，Ｆ 

 

問１ 電力の計算 

１秒あたりに消費する電気エネルギーの大きさを電力という。電力は次の式で求められる。 

電力【Ｗ】＝電圧【Ｖ】×電流【Ａ】 

テーブルタップに電気器具を複数つなぐと，それらの電気器具が並列につながることから，それぞれの電気

器具に 100Ｖの電圧が加わる。それぞれの電気器具を電圧が 100Ｖの電源につないだとき流れる電流の大きさ

は，ＬＥＤ電球が 0.08Ａ，白熱電球が 0.6Ａ，パソコンが 0.8Ａ，テレビが２Ａ，電子レンジが６Ａ，電気ポッ

トが８Ａ，トースターが 10Ａとなる。したがって，テーブルタップに電子レンジとトースターを同時に使用す

ると，テーブルタップに 16Ａの電流が流れるため，危険である。 

問２ 電力量〔Ｊ〕＝電力〔Ｗ〕×時間〔ｓ〕で求められるから，ＬＥＤ電球を１時間使用したときに消費する電力

量は８Ｗ×3600ｓ＝28800Ｊである。また，１kJ＝1000Ｊである。白熱電球のかわりに，ＬＥＤ電球を使用すると

電力が 60−８＝52Ｗ小さくなる。50時間使用したときに削減できる電力量は 

52Ｗ×50ｈ＝2600Whである。テレビを１時間使用したときに消費する電力量は 200Whであるから，削減でき

る電力量はテレビを 13時間使用したときに消費する電力量と等しいと考えられる。 

問３ 豆電球の消費する電力の大きさが等しいとき，同じ明るさで点灯する。Ｅ，ＦはＥと（Ｆ－Ｆ）という並列
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回路と考えて，Ｅは 3.0Ｖ，Ｆは 1.5Ｖである。よって，同じ明るさで点灯する電球は，Ｂ，Ｃ，Ｆとなる。 

 電力〔Ｗ〕＝電圧〔Ｖ〕×電流〔Ａ〕，電流〔Ａ〕＝
 電流〔Ｖ〕

  抵抗〔Ω〕
 より，電力〔Ｗ〕＝

（電流〔Ｖ〕）２

   抵抗〔Ω〕
 となり， 

同じ電球の場合は電圧の大きさのみ考えればよい。Ａ，Ｃは豆電球の直列回路なので，Ａにかかる電圧は 0.75

Ｖ，Ｃにかかる電圧は 1.5Ｖ。Ｂ，Ｄは並列回路なので，Ｂは 1.5Ｖ，Ｄは 3.0Ｖ。 
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【過去問 23】 

電気に関する次の問いに答えなさい。 

（兵庫県 2023年度） 

問１ 回路に加わる電圧と流れる電流について，次の実験を行った。 

〈実験１〉 

図１のような回路をつくり，電源装置で電圧を変化させ，抵抗器Ａ，Ｂの順に加えた電圧と流れた電流を

はかった。図２は，抵抗器Ａ，Ｂのそれぞれについて，抵抗器に加えた電圧と流れた電流の大きさの関係を

表したものである。 

図１ 図２ 
  

(1) 電圧計の使い方について説明した文として適切なものを，次のア～エから１つ選んで，その符号を書きな

さい。 

ア 電圧をはかりたい区間に直列につなぐ。 

イ 最小目盛りの
１

 100 
まで目分量で読みとる。 

ウ 指針の振れが小さければ，－端子と＋端子につないだ導線を，逆につなぎかえる。 

エ 電圧の大きさが予想できないときは，いちばん大きい電圧がはかれる－端子につなぐ。 

(2) 図２のグラフから読みとれることに関して説明した次の文①，②について，その正誤の組み合わせとして

適切なものを，あとのア～エから１つ選んで，その符号を書きなさい。 

① グラフの傾きは抵抗器Ａより抵抗器Ｂのほうが小さく，同じ電圧を加えたとき，抵抗器Ａより抵抗器Ｂ

のほうが流れる電流が小さい。 

② いずれの抵抗器においても，抵抗器を流れた電流は，抵抗器に加えた電圧に反比例する。 

ア ①―正 ②―正 イ ①―正 ②―誤 ウ ①―誤 ②―正 エ ①―誤 ②―誤 
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〈実験２〉 

図３のように，実験１で用いた抵抗器Ａ，Ｂと，抵抗器Ｃを用いて回路をつくった。電流計は，500mAの

－端子を使用し，はじめ電流は流れていなかった。電源装置の電圧を 6.0Ｖにしてスイッチを入れると，電

流計の目盛りは，図４のようになった。スイッチを切り，クリップＰを端子Ｘからはずしてからスイッチを

入れ，電流計の目盛りを読み，スイッチを切った。その後，クリップＰを端子Ｚにつなげてからスイッチを

入れ，電流計の目盛りを読んだ。 

図３ 図４ 
  

(3) 抵抗器Ｃの電気抵抗として最も適切なものを，次のア～エから１つ選んで，その符号を書きなさい。 

ア 10Ω イ 15Ω ウ 20Ω エ 30Ω 

(4) この実験において，電流計が示す値を表したグラフとして適切なものを，次のア～オから１つ選んで，そ

の符号を書きなさい。 

ア イ ウ エ オ 

     

問２ エネルギーの変換について，次の実験を行った。 

〈実験１〉 

図５のように，コンデンサーと手回し発電機をつな

いで，一定の速さで 20 回ハンドルを回した後，手回し

発電機をはずし，コンデンサーに豆電球をつなぐと，点

灯して消えた。同じ方法で，コンデンサーにＬＥＤ豆電球

をつなぐと，ＬＥＤ豆電球のほうが豆電球よりも長い時間

点灯して消えた。次に，同じ方法で，コンデンサーにモ

ーターをつなぐと，モーターが回り，しばらくすると回

らなくなった。 

図５ 
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(1) 豆電球，ＬＥＤ豆電球が点灯したことについて説明した次の文の  ①  ～  ③  に入る語句の組み合

わせとして適切なものを，あとのア～エから１つ選んで，その符号を書きなさい。 

この実験において，コンデンサーには  ①  エネルギーが蓄えられており，豆電球やＬＥＤ豆電球で

は  ①  エネルギーが  ②  エネルギーに変換されている。ＬＥＤ豆電球のほうが点灯する時間が長か

ったことから，豆電球とＬＥＤ豆電球では， ③  のほうが変換効率が高いと考えられる。 

ア ① 力学的  ② 電気  ③ ＬＥＤ豆電球 イ ① 力学的  ② 電気  ③ 豆電球 

ウ ① 電気   ② 光   ③ ＬＥＤ豆電球 エ ① 電気   ② 光   ③ 豆電球 

(2) 図６は，モーターが回転するしくみを表したものである。この

ことについて説明した文として適切でないものを，次のア～エか

ら１つ選んで，その符号を書きなさい。 

ア 整流子のはたらきにより，半回転ごとにコイルに流れる電

流の向きが入れかわり，同じ向きに回転を続ける。 

イ コイルのＡＢの部分にはたらく力の向きは，電流と磁界の

両方の向きに垂直である。 

図６ 

 

ウ 電流の大きさは一定にしたまま，磁界を強くすると，コイルにはたらく力は大きくなる。 

エ コイルのＡＢの部分とＢＣの部分には，大きさの等しい力がいつもはたらく。 

〈実験２〉 

図７のような回路をつくり，滑車つきモーターの軸に重さ 0.12Ｎのおもりを糸でとりつけた。 

次に，手回し発電機のハンドルを時計回りに１秒間に１回の速さで回して発電し，おもりを持ち上げ，Ｌ

ＥＤ豆電球と豆電球のようすを観察した。また，おもりを 80cm持ち上げるのにかかった時間，おもりが持ち

上げられている間の電流と電圧をはかった。表１は，この実験を複数回行った結果をまとめたものである。

ただし，数値は平均の値を示している。 

図７ 

 

表１  

ＬＥＤ豆電球， 

豆電球のようす 

どちらも 

点灯した 

持ち上げるのに 

かかった時間〔ｓ〕 
2.0 

電流〔Ａ〕 1.0 

電圧〔Ｖ〕 0.70 

  

(3) この実験におけるモーターの変換効率は何％か，四捨五入して小数第１位まで求めなさい。 
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(4) 手回し発電機を反時計回りに１秒間に１回の速さで回し

たとき，ＬＥＤ豆電球，豆電球，モーターとおもりそれぞれの

ようすについてまとめた表２の  Ｘ  ， Ｙ  

に入る語句として適切なものを，それぞれ次のア，イから１

つ選んで，その符号を書きなさい。また， Ｚ  に入る語句

として適切なものを，次のア～ウから１つ選んで，その符号

を書きなさい。 

表２  

ＬＥＤ豆電球のようす  Ｘ  

豆電球のようす  Ｙ  

モーターとおもりのようす  Ｚ  

  

 

【Ｘの語句】 ア 点灯した  イ 点灯しなかった 

【Ｙの語句】 ア 点灯した  イ 点灯しなかった 

【Ｚの語句】 

ア モーターは実験２と同じ向きに回転し，おもりは持ち上がった 

イ モーターは実験２と逆向きに回転し，おもりは持ち上がった 

ウ モーターは回転せずに，おもりは持ち上がらなかった 

 

問１ 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)  

問２ 

(1)  

(2)  

(3)   ％ 

(4) Ｘ  Ｙ  Ｚ  

 

問１ 

(1) エ 

(2) イ 

(3) ア 

(4) オ 

問２ 

(1) ウ 

(2) エ 

(3) 6.9 ％ 

(4) Ｘ イ Ｙ ア Ｚ イ 
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問１ (1) 電圧計は電圧をはかりたい区間に並列につなぎ，電圧の大きさが予想できないときは，いちばん大きい電

圧がはかれる−端子につなぐ。電圧計が示す値は最小目盛りの
１

 10 
まで目分量で読みとり，指針の振れが小さけ

れば，さらに小さな電圧がはかれる−端子につなぎかえる。 

(3) 図２より，抵抗器Ａの電気抵抗は，オームの法則から，3.0Ｖ÷0.2Ａ＝15Ωである。同様に抵抗器Ｂの電

気抵抗は，3.0Ｖ÷0.1Ａ＝30Ωである。図３の回路において，抵抗器Ａ，Ｂが並列つなぎになっている部分

を１つの抵抗器として考えると，この部分の電気抵抗Ｒ1 は，
１

 Ｒ1 
＝

１

 15 
＋

１

 30 
＝

１

 10 
より，10Ωである。回路に流

れる電流は，図４より 300mAであるため，回路全体の電気抵抗は，オームの法則より，6.0Ｖ÷0.3Ａ＝20Ω

である。抵抗器を直列につなぐと，回路全体の電気抵抗はそれぞれの抵抗器の和になるから，抵抗器Ｃの電

気抵抗は 20－10＝10Ωとなる。 

(4) 図３の回路の回路全体の電気抵抗は 20Ωである。また，図３の状態から，クリップＰを端子Ｘからはずす

と，抵抗器Ａ，Ｃを直列につないだ回路と考えることができる。このとき，回路全体の電気抵抗は 15＋10＝

25Ωである。次に，クリップＰを端子Ｚにつなげると，抵抗器Ｂ，Ｃが並列つなぎになり，さらに抵抗器Ａ

を直列につないだ回路となる。このとき，抵抗器Ｂ，Ｃが並列つなぎになっている部分の電気抵抗Ｒ2は
１

 Ｒ2 

＝
１

 10 
＋

１

 30 
＝

２

 15 
より，7.5Ωとなる。よって，回路全体の電気抵抗は 15＋7.5＝22.5Ωとなる。回路全体の電

気抵抗が大きいほど回路に電流が流れにくく，電流計が示す値は小さくなる。 

問２ (1) 豆電球やＬＥＤ豆電球は電気エネルギーを光エネルギーに変換している。同じ電気エネルギーをたくわ

えたコンデンサーに豆電球とＬＥＤ豆電球をそれぞれつないだとき，ＬＥＤ豆電球のほうが豆電球よりも長い

時間点灯したことから，ＬＥＤ豆電球は豆電球よりも効率よく電気エネルギーを光エネルギーに変えている

といえる。 

(3) モーターの電力は，電圧〔Ｖ〕×電流〔Ａ〕より，0.70Ｖ×1.0Ａ＝0.70Ｗである。また，このモーターが

消費した電気エネルギーの量は，電力〔Ｗ〕×時間〔ｓ〕より，0.70Ｗ×2.0ｓ＝1.4Ｊである。モーターが

おもりにした仕事の大きさは，0.12Ｎ×0.80ｍ＝0.096Ｊであるから，モーターの変換効率は 0.096Ｊ÷1.4

Ｊ×100＝6.85…％である。 

(4) 手回し発電機を反時計回りに回すと，実験２のときと電流が流れる向きが逆になる。豆電球は電流が流れ

る向きが変わっても点灯するが，ＬＥＤ豆電球では決まった向きに電流が流れないと点灯せず，モーターは電

流が流れる向きが逆になると回転する向きが逆になる。 
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【過去問 24】 

電流に関する実験Ⅰ，電力に関する実験Ⅱを行った。次の問１，問２に答えなさい。ただし，導線や端子，ス

イッチの抵抗はなく，電熱線で発生した熱はすべて水の温度上昇に使われたものとする。 

（和歌山県 2023年度） 

問１ 次の実験Ⅰについて，下の(1)～(4)に答えなさい。 

実験Ⅰ 「回路に流れる電流について調べる実験」 

(ⅰ) 電気抵抗が５Ωの抵抗器を４つ用意し，導線やスイッチなどを使って電源装置とつなぎ，図１の

ような回路Ａ，図２のような回路Ｂをそれぞれつくった。 

(ⅱ) 回路Ａのスイッチを入れ，電源装置の電圧を変化させながら，ａ点を流れる電流の大きさとａｂ

間に加わる電圧の大きさを測定し，結果を表にまとめた（表１）。 

(ⅲ) 回路Ｂのスイッチを入れ，電源装置の電圧を 6.0Ｖにして，回路の各点における電流の大きさと

各区間に加わる電圧の大きさを測定した。 

図１ 回路Ａ 図２ 回路Ｂ 

  

表１ 実験結果 

 

(1) (ⅱ)について，表１から，抵抗器に流れる電流の大きさは，加わる電圧の大きさに比例することがわかる。

この関係を何の法則というか，書きなさい。 

(2) 回路Ａについて，電源装置の電圧を 8.0Ｖにすると，ｃ点を流れる電流の大きさは何Ａになるか，書きな

さい。 

(3) (ⅲ)について，図３は，回路Ｂを表そうとした回路図の一部である。

解答欄の回路図を，電気用図記号を用いて完成させなさい。ただし，

スイッチが開いた状態でかくこと。 

図３ 回路図の一部 
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(4) 回路Ｂについて述べた文として適切なものを，次のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア ｅｊ間の電圧の大きさは，ｆｈ間の電圧の大きさとｇｉ間の電圧の大きさの合計に等しい。 

イ ｄｅ間，ｆｈ間，ｇｉ間，ｊｋ間の電圧の大きさは，すべて等しい。 

ウ ｅ点を流れる電流の大きさは，ｈ点を流れる電流の大きさとｉ点を流れる電流の大きさの合計に等し

い。 

エ 回路を流れる電流は，ｆ→ｈ→ｉ→ｇ→ｆと循環している。 

問２ 次の実験Ⅱについて，下の(1)～(3)に答えなさい。 

実験Ⅱ 「電熱線の発熱と電力の関係を調べる実験」 

(ⅰ) 「６Ｖ，３Ｗ」の電熱線ｘを水 100cm3が入ったポリエチレン

のビーカーに入れ，電源装置，電圧計，電流計などを使って図

４のような実験装置をつくった。また，この電熱線ｘに６Ｖの

電圧を加えたときの電流を測定し，電力が３Ｗになることを確

認した。 

(ⅱ) ポリエチレンのビーカー内の水の温度を室温と同じにして

から，電熱線ｘに６Ｖの電圧を加え，ガラス棒でときどきかき

混ぜながら，１分ごとに５分間，水温を測定して水の温度上昇

を求めた。 

図４ 実験装置 

 

(ⅲ) (ⅱ) の結果を表にまとめた（表２）。 

(ⅳ) 図５のように，「６Ｖ，３Ｗ」の電熱線２つを並列つなぎにし

たものを用意し，電熱線ｘとかえて，(ⅱ) と同じ操作を行った。 

表２ (ⅱ)の実験結果 

 

図５ 電熱線２つを並列 

つなぎにしたもの 

  

(1) (ⅱ) について，電熱線ｘに６Ｖの電圧を加えたときに流れる電流の大きさは何Ａか，書きなさい。 

(2) (ⅱ) について，電熱線ｘに６Ｖの電圧を加え，５分間電流を流したときの発熱量は何Ｊか，書きなさい。 

(3) 図６は，(ⅱ) の結果をグラフに表したものである。図６に(ⅳ) の結果

をかき加えた図として最も適切なものを，次のア～エの中から１つ選

んで，その記号を書きなさい。 

 

図６ 水の温度上昇と 

時間の関係 

 

ア イ ウ エ 
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問１ 

(1)   の法則 

(2)   Ａ 

(3) 

 

(4)   

問２ 

(1)   Ａ 

(2)   Ｊ 

(3)   

 

問１ 

(1) オーム の法則 

(2) 0.8 Ａ 

(3) 

 

(4) ウ 

問２ 

(1) 0.5 Ａ 

(2) 900 Ｊ 

(3) ア 

 

問１ (2) 抵抗のつなぎ方とその大きさ 

大きさがＲ1，Ｒ2である２つの抵抗を用いて回路をつくったときの回路全体の抵抗の大きさＲは，

直列回路…Ｒ＝Ｒ1＋Ｒ2，並列回路…
 １ 

 Ｒ ＝
 １ 

 Ｒ1 ＋
 １ 

 Ｒ2  

さらに，３つ以上の抵抗をつなぐ場合，直列回路ではＲ＝Ｒ1＋Ｒ2＋Ｒ3＋…， 

並列回路では
１

Ｒ＝
１

Ｒ1
＋

１

Ｒ2
＋

１

Ｒ3
＋…のようになる。 
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回路Ａでは抵抗器を２個直列につないでいるので，回路全体の抵抗は５＋５＝10Ωである。よって，  

電流の大きさは，
 8.0Ⅴ 

10Ω
＝0.8Ａ 

(3) 回路Ｂは２個の抵抗器が並列につながった回路である。 

(4) ア…ｅｊ間の電圧の大きさは，ｆｈ間の電圧の大きさやｇｉ間の電圧の大きさと等しいので，誤り。イ…

ｄｅ間，ｊｋ間の電圧は０，ｆｈ間，ｇｉ間の電圧は 6.0Ⅴなので，誤り。ウ…ｅ点を流れる電流の大きさ

は，枝分かれした部分を流れる電流の合計に等しいので，正しい。エ…電流は抵抗が並列につながった部分

を循環しないので，誤り。 

問２ (1) 電力の計算 

電力【Ｗ】＝電圧【Ｖ】×電流【Ａ】 

電流【Ａ】＝電力【Ｗ】÷電圧【Ｖ】である。電熱線ｘは６Ｖの電圧を加えたとき３Ｗの電力を消費する

ので，３Ｗ÷６Ｖ＝0.5Ａ 

(2) 電力量【Ｊ】＝電力【Ｗ】×時間【ｓ】 

５分間（300秒間）電流を流したので，３Ｗ×300ｓ＝900Ｊ 

(3) 電熱線２つを並列つなぎにすると，それぞれの電熱線に６Ｖの電圧が加わるので，消費する電力は（ⅱ）の２

倍になり，水の温度上昇も２倍になる。 
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【過去問 25】 

次の問いに答えなさい。 

（島根県 2023年度） 

問２ 発生した熱量が大きいほど水の上昇温度が大きくなることに着目して仮説を設定し，実験２を行った。こ

れについて，下の１～４に答えなさい。 

仮説１ 電力が同じならば，電流を流した時間が長いほど水の上昇温度は大きくなる。 

仮説２ 電流を流した時間が同じならば，電力が大きいほど水の上昇温度は大きくなる。 

 
実験２ 

 
  

操 作 室温と同じくらいの温度の水 100cm3 を入れた発泡ポリスチレンのカップを用意する。図４のよ

うな回路をつくり，電熱線の電力が２Ｗ，４Ｗ，６Ｗ，９Ｗになるように電源装置を調整し，ガラ

ス棒でときどきかき混ぜながら，１分ごとに水の温度を記録する。 

結 果 電流を流した時間と水の上昇温度の関係をグラフにまとめると，図５のようになった。 

図４  図５  

１ 電力が９Ｗになるように電源装置を調整したところ，電圧計は６Ｖ，電流計は 1.5Ａを示した。このとき

の電熱線の抵抗は何Ωか，求めなさい。 

２ 電力が２Ｗになるように電源装置を調整し，４分間電流を流した。このときに電熱線で消費した電力量は

何Ｊか，求めなさい。 

３ 仮説２を確かめるために，実験２で得られた結果（図５）から，ある

時間の電力と水の上昇温度の関係をグラフにしたところ，図６のように

なった。図６は，電熱線に電流を何分流したときのものか，次のア～オ

から一つ選び，記号で答えなさい。 

ア １分 イ ２分 ウ ３分 エ ４分 オ ５分 

図６ 
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４ この実験では，同じように水をかき混ぜたとしても，操作や実験器具の設置の仕方によって，水の上昇温

度が予想より大きくなったり小さくなったりする場合がある。水の上昇温度が大きくなる原因として考えら

れるものを，次のア～エから２つ選び，記号で答えなさい。 

ア 水の量が 100cm3より少なかった場合 

イ 水をかき混ぜるたびに，温度計を水中から出した場合 

ウ 電熱線がきちんと水につかっていなかった場合 

エ カップ内で電熱線のすぐ近くに温度計を設置していた場合 

 

問２ 

１   Ω 

２   Ｊ 

３  

４   

 

問２ 

１ ４ Ω 

２ 480 Ｊ 

３ エ 

４ ア エ 

 

問２ １ 電熱線の抵抗は，オームの法則より６Ｖ÷1.5Ａ＝４Ωとなる。 

２ 電熱線で消費した電力量は，消費する電力と電流を流した時間の積で求められる。１分＝60秒だから，２

Ｗ×240ｓ＝480Ｊとなる。 

３ 図６で，電力が９Ｗのとき水の上昇温度が５℃となる。図５で電力が９Ｗの直線に着目すると，電流を流

した時間が４分のとき水の上昇温度が５℃になることから，図６は電熱線に電流を４分間流したときのもの

であることがわかる。 

４ より多くの水をあたためるためには，より大きな熱量が必要になる。よって，同じ熱量を水に与えた場合，

水の量が 100cm3の場合と 100cm3よりも少ない場合では，水の量が 100cm3より少ない場合の方が温度の上昇

は大きくなる。また，カップ内では，電熱線から出た熱によって電熱線のまわりの水の温度が上昇し，あた

たまった水が対流することで水全体の温度が上がっていく。このため，カップ内では電熱線の近くほど水の

温度は高く，遠くほど水の温度は低くなる。 
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【過去問 26】 

次は，自動車の原動機について興味をもった栄一さんの実験レポートの一部です。問１～問６に答えなさい。 

（岡山県 2023年度） 

近年，電気自動車や燃料電池車といった自動車が開発されている。それらの原動機は，エンジンではな

くモーターである。モーターのエネルギーの変換効率を確認するために【実験１】を行った。 

【実験１】 

図１のように，直流電源装置に取り付けたプーリー（滑

車）付きモーターで，重さ 0.50Ｎのおもりを一定の速さで

1.0ｍ引き上げる。 

 (a)このときのモーターに加わる電圧と流れる電流，おも

りを引き上げるのにかかった時間を５回測定し，その平均

値を〈表〉に示した。 

〈表〉 

 

図１ 

 

モーターのエネルギーの変換効率〔％〕は，次の［式］で求めることができる。 

［式］ 
 おもりが得た位置エネルギー（モーターがした仕事）

モーターが消費した電気エネルギー
×100 

エネルギーの変換時に，モーターが消費した電気エネルギーすべてが，おもりが得た位置エネルギー（モ

ーターがした仕事）に変換されるわけではないことが分かった。 

電気エネルギーの一部が熱エネルギーに変換されることにより，モーターが高温になり，故障につな

がるため，自動車では水などを使ってモーターの温度変化を抑えている。熱を加えたときの，水の温度

変化を確認するために【実験２】を行った。 

【実験２】 

図２のように発泡スチロール製のカップに水 100ｇを入れ，６Ｖの電圧を加えたときに消費電力が３

Ｗの(b)電熱線で水を加熱する。電熱線に６Ｖの電圧を加え，水をガラス棒でかき混ぜながら 60 秒ごと

に温度を測定し，〈グラフ〉を作成した。 
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図２ 〈グラフ〉 

  

問１ 下線部(a)について，このモーターに加わる電圧と流れる電流を測定するための回路を表しているのは，ア

～エのうちではどれですか。一つ答えなさい。ただし，  は電圧計，  は電流計，  はモーターを表して

います。 

ア イ ウ エ 

    

問２ 【実験１】について，〈表〉をもとに計算すると，モーターの電力は何Ｗですか。 

問３ 【実験１】において，［式］を使って求められるモーターのエネルギーの変換効率は何％ですか。小数第

１位を四捨五入して，整数で答えなさい。 

問４ 図３は，モーターの構造を模式的に表しています。図３のように，

コイルが時計まわりに動き出すのは，ア～エのうちではどれですか。

当てはまるものをすべて答えなさい。 

（  は流れている電流の向きを表す。） 

図３ 

  

ア イ ウ エ 

    

問５ 下線部(b)について，電熱線に加える電圧と電熱線を流れる電流は比例の関係にあります。この法則を何と

いいますか。 
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問６ 【実験２】について，①，②に答えなさい。 

① 〈グラフ〉をもとに計算すると，水 1.0ｇの温度を 1.0℃上げるのに必要な熱量は何Ｊですか。 

② ①の値は，実際に水 1.0ｇの温度を 1.0℃上げるのに必要な熱量の値よりも大きな値になります。値が異

なる理由を答えなさい。ただし，電熱線が消費した電気エネルギーはすべて熱エネルギーに変換されるもの

とします。 

 

問１  

問２   Ｗ 

問３   ％ 

問４  

問５   の法則 

問６ 

①   Ｊ 

② 

 

 

 

問１ イ 

問２ 0.15 Ｗ 

問３ 33 ％ 

問４ イ  ウ 

問５ オーム の法則 

問６ 

① 4.5 Ｊ 

② 発生した熱の一部が，空気中に放出したため。 

 

問１ 加わる電圧の大きさは電圧計を用いて測定し，電圧計は測定したい部分に並列につなぐ。また，流れる電流

の大きさは電流計を用いて測定し，電流計は測定したい部分に直列につなぐ。 

問２ 電力 

１秒あたりに消費する電気エネルギーの大きさを電力という。電力は次の式で求められる。 

電力【Ｗ】＝電圧【Ｖ】×電流【Ａ】 

1.5Ｖの電圧をモーターに加えたときに 0.10Ａの電流が流れるから，モーターの電力は， 
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1.5Ｖ×0.10Ａ＝0.15Ｗとなる。 

問３ おもりが得た位置エネルギー（モーターがした仕事）は，重さ 0.50Ｎのおもりを 1.0ｍ引き上げているから，

0.50Ｎ×1.0ｍ＝0.50Ｊである。また，モーターが消費した電気エネルギーは，電力と電流を流した時間の積

で求められるから，0.15Ｗ×10ｓ＝1.5Ｊとなる。したがって，モーターのエネル 

 ギー変換効率は
 0.50Ｎ 

1.5Ｎ
×100＝33.3…％となる。 

問４ 磁界の中に置いたコイルに電流を流すと，電流には磁界の向きと電流の向きの両方に垂直な向きの力がはた

らき，コイルが動く。コイルが動く向きは，電流の向きが逆になると逆向きになり，磁界の向きを逆にする

ことでも逆向きになる。 

問６ ① グラフより，電圧を 300 秒加えると水の温度が２℃上昇していることがわかる。このとき発生した熱量

は，電流による発熱量〔Ｊ〕＝電力〔Ｗ〕×時間〔ｓ〕より，３Ｗ×300ｓ＝900Ｊとなる。よって，水 100ｇ

の温度を 1.0℃上げるのに必要な熱量は 450Ｊであり，水 1.0ｇでは 4.5Ｊとなる。 
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【過去問 27】 

ＫさんとＬさんは，教科書で紹介されている陰極線に関する２つの実験を，それぞれまとめ，発表した。次は，

ＫさんとＬさんが発表で使用したスライドである。下の問１～問３に答えなさい。 

（山口県 2023 年度） 

 ［Ｋさんのスライド］ 

  

 ［Ｌさんのスライド］ 

  

問１ 実験で用いられる誘導コイルは，電磁誘導を利用した装置である。電磁誘導とはどのような現象か。「電

圧」という語を用いて述べなさい。 

問２ ２人の発表を聞いたＴ先生は，陰極線の性質について，次の説明をした。下のア，イに答えなさい。 

２人がまとめたどちらの実験からも，陰極線が直進することや，蛍光物質を光らせることがわかります

ね。 

他にも，Ｋさんがまとめた実験において，Ａ極が－極，Ｂ極が＋極のときのみ内壁が光ったことから，陰

極線が あ という性質をもつことや，金属板にさえぎられることがわかります。また，Ｌさんがまとめた

実験からは，電極Ｘと電極Ｙの間に電圧を加えたときに黄緑色の光の筋が曲がったことから，陰極線が－の

電気をもつこともわかりますね。 

ア  あ に入る適切な語句を書きなさい。 
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イ 下線部について，黄緑色の光の筋が曲がったしくみと同じしくみによって起こる現象として最も適切な

ものを，次の１～４から選び，記号で答えなさい。 

１ 息をふき入れた風船がふくらんだ。 

２ プラスチック板を布でこすると紙がくっついた。 

３ 磁石を近づけると方位磁針の針が動いた。 

４ 虫めがねのレンズに入った光が曲がった。 

問３ 現在では，陰極線は小さな粒子の流れであることがわかっている。この小さな粒子は何か。書きなさい。 

 

問１  

問２ 

ア   

イ   

問３  

 

問１ コイル内部の磁界が変化することで，コイルに電圧が生じる現象。 

問２ 

ア －極から出る 

イ ２ 

問３ 電子 

 

問２ ア Ａ極が－極，Ｂ極が＋極のときのみ内壁が光ったということは，陰極線は－極から出て＋極に向かって流

れており，陰極線の一部が＋極のＢ極を通り過ぎて内壁の蛍光物質に当たったことで，内壁が光ったのだと考

えられる。なお，陰極線がすべて＋極に入らずに一部が＋極を通り過ぎてしまうのは，陰極線が非常に高速で

出てくるからである。 

イ 黄緑色の光の筋が＋極である電極Ｘ側に曲がったのは，陰極線が－の電気をもつ電子の流れであり，＋の

電気に引かれたからである。これと同じように電気の力によって起こる現象は，２である。２は，プラスチ

ック板を布でこすったことで静電気が発生し，静電気の力で紙がプラスチック板にくっついたものである。 
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【過去問 28】 

次の問いに答えなさい。 

（香川県 2023 年度） 

問２ 電流がつくる磁界や，電磁誘導について調べる実験Ⅰ，Ⅱをした。これに関して，あとの(1)～(5)の問いに

答えよ。 

実験Ⅰ 右の図Ⅰのように，コイルを厚

紙の中央にくるようにさしこんで固定

した装置と3.0Ωの電熱線Ｌと6.0Ωの

電熱線Ｍを用いて回路を作り，コイル

の北側に磁針Ｗ，西側に磁針Ｘ，南側

に磁針Ｙ，東側に磁針Ｚを置いた。ス

イッチ②は入れずに，スイッチ①のみ

を入れ，この回路に電流を流し，この

装置を真上から観察すると，右の図Ⅱ

のように，磁針Ｗ及び磁針ＹのＮ極は

北を，磁針Ｘ及び磁針ＺのＮ極は南を

さした。 

図Ⅰ 

 

(1) このとき，電流計は 1.5Ａを示していた。電圧計は何Ｖを示

していると考えられるか。 

(2) 次の文は，真上から見た厚紙上のコイルのまわりの磁力線

のようすと磁界の強さについて述べようとしたものである。

文中の２つの〔   〕内にあてはまる言葉を，㋐，㋑から一

つ，㋒，㋓から一つ，それぞれ選んで，その記号を書け。 

図Ⅱ 

 

図Ⅰの回路に電流を流した状態で，厚紙の上に鉄粉を一様にまいて，厚紙を指で軽くたたくと鉄粉の模

様が現れた。鉄粉の模様や磁針のさす向きをもとに，真上から見た厚紙上のコイルのまわりの磁力線のよ

うすを模式的に表すと，下の〔㋐ 図Ⅲ  ㋑ 図Ⅳ〕のようになると考えられる。また，このとき，図

Ⅱ中において，磁針Ｘの位置の磁界に比べて，磁針Ｙの位置の磁界は〔㋒ 強い  ㋓ 弱い〕と考えられ

る。 

図Ⅲ  図Ⅳ  
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(3) 図Ⅰの装置で，スイッチ①のみを入れた状態で，さらにスイッチ②を入れ，電源装置の電圧を変化させる

と，電流計は 1.8Ａを示していた。このとき，電圧計は何Ｖを示していると考えられるか。 

実験Ⅱ 右の図Ⅴのように，コイルを検流計につなぎ，棒磁石のＮ極を下向

きにして，棒磁石のＮ極を水平に支えたコイルの上からコイルの中まで動

かす実験をすると，検流計の針は左に少し振れた。 

(4) 検流計の針の振れをこの実験より大きくするには，どのようにすればよ

いか。その方法を一つ書け。 

図Ⅴ 

 

(5) 下の図Ⅵのように，水平に支えたコイルの面の向きと検流計のつなぎ方は実験Ⅱと同じ状態で，棒磁石の

Ｓ極を上向きにして，棒磁石のＳ極をコイルの下からコイルの中まで動かし，いったん止めてから元の位置

まで戻した。このとき，検流計の針の振れ方はどのようになると考えられるか。あとのア～エのうち，最も

適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

図Ⅵ  

ア 右に振れて，一度真ん中に戻り，左に振れる 

イ 左に振れて，一度真ん中に戻り，右に振れる 

ウ 右に振れて，一度真ん中に戻り，再び右に振れる 

エ 左に振れて，一度真ん中に戻り，再び左に振れる 

 

問２ 

(1)   Ｖ 

(2) と 

(3)   Ｖ 

(4)  

(5)  
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問２ 

(1) 4.5 Ｖ 

(2) ㋑ と ㋒ 

(3) 3.6 Ｖ 

(4) 

例 

磁石を速く動かす。 

コイルの巻き数を増やす。 

磁力の強い磁石を近づける。 

などから一つ 

(5) イ 

 

問２ (1) オームの法則 

電圧【Ｖ】＝抵抗【Ω】×電流【Ａ】 

スイッチ①だけを入れ，スイッチ②は入れていないので，電熱線Ｌに流れている電流は 1.5Ａである。Ｌ

の抵抗の大きさは 3.0Ωなので，求める電圧は，3.0Ω×1.5Ａ＝4.5Ⅴ 

(2) 図Ⅱより，コイルの左側（北側）がＮ極，右側（南側）がＳ極になっていると考えられる。磁力線の矢印

は，Ｎ極から出てＳ極に入る向きになる。また，磁力線の間隔が狭くなっている場所の方が磁界は強い。 

(3) 抵抗のつなぎ方とその大きさ 

大きさがＲ1，Ｒ2である２つの抵抗を用いて回路をつくったときの回路全体の抵抗の大きさＲは，直列

回路…Ｒ＝Ｒ1＋Ｒ2，並列回路…
 １ 

 Ｒ ＝
 １ 

 Ｒ1 ＋
 １ 

 Ｒ2  

さらに，３つ以上の抵抗をつなぐ場合，直列回路ではＲ＝Ｒ1＋Ｒ2＋Ｒ3＋…， 

並列回路では
１

Ｒ＝
１

Ｒ1
＋

１

Ｒ2
＋

１

Ｒ3
＋…のようになる。 

図Ⅰで，スイッチ①と②の両方を入れると，電熱線ＬとＭは並列につながっていることになる。この並

列になった部分の抵抗の大きさを xとすると，
１

 x 
＝

１

 3.0 
＋

１

 6.0 
＝

３

 6.0 
＝

１

 2.0 
より，x＝2.0Ωと求められる。 

よって，求める電圧は，2.0Ω×1.8Ａ＝3.6Ⅴ 

(4) 誘導電流の大きさを大きくする方法 

・磁石を速く動かす。  

・磁石の磁力を強いものにする。  

・コイルの巻き数を多くする。 

誘導電流が大きくなると，検流計の針は大きく振れる。 

(5) 図Ⅴではコイルの上からＮ極を近づけており，このとき検流計の針が左に振れた。図Ⅵでコイルの下から

Ｓ極を近づけると，コイルの内部の磁界の変化は，図Ⅴと同じようになるので，検流計の針は左に振れる。

いったん棒磁石を止めると，磁界が変化しなくなるので，針は真ん中に戻る。コイルの下からＳ極を遠ざけ

ていくと，磁界の変化は図Ⅴと反対になり，針は右に振れる。 
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【過去問 29】 

電流と磁界，光に関する次の問いに答えなさい。 

（愛媛県 2023 年度） 

問１ ［実験１］抵抗の値が20Ωの抵抗器ａを用いて，図１のような回路を

つくった。点Ｐと点Ｑとの間に加える電圧を5.0Ｖに保ち，コイルに電

流を流すと，コイルは，図１の  の向きに動いた。 

［実験２］抵抗器ａと，抵抗の値が10Ωの抵抗器ｂ，抵抗の値が5.0Ωの

抵抗器ｃを１個ずつ用意した。図１の抵抗器ａを，図２のア～エのよ

うに，抵抗器ａ，ｂ，ｃを組み合わせたものと順にかえながら，実験

１と同じ方法で，点Ｐと点Ｑとの間に加える電圧を5.0Ｖに保ち，コイ

ルに電流を流したときのコイルの動きを調べた。 

(1) 実験１で，コイルに流れた電流の大きさは何Ａか。 

(2) 図２のア～エから，実験２で，コイルが最も大きく動く抵抗器の組み

合わせとして適当なものを１つ選び，ア～エの記号で書け。 

図１ 

 

図２ 

 

問２ ［実験３］コイルと発光ダイオードＫを用いて，図３のような回路を

つくり，棒磁石のＮ極をコイルの中まですばやく入れると，発光ダイオ

ードＫが一瞬点灯した。 

［実験４］図３の発光ダイオードＫを，発光ダイオードＫと発光ダイオ

ードＬを並列につないだものにかえ，図４のような回路をつくった。棒

磁石のＳ極をｄの向きにコイルの中まですばやく入れたあと，すぐにＳ

極をｅの向きにコイルの中からすばやく出して，そのときのＫ，Ｌの点

灯のしかたを調べた。 

図３ 

 

(1) 実験３で，コイルの中の磁界が変化することで流れる電流は何と呼ば

れるか。その名称を書け。 

(2) 次のア～エのうち，実験４の結果として，最も適当なものを１つ選び，

その記号を書け。 

ア Ｋが一瞬点灯し，次にＬが一瞬点灯する。 

イ Ｌが一瞬点灯し，次にＫが一瞬点灯する。 

ウ ＫとＬは点灯し続ける。 

エ ＫとＬは同時に一瞬点灯する。 

図４ 
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問１ 

(1)   Ａ 

(2)  

問２ 

(1)  

(2)  

 

問１ 

(1) 0.25 Ａ 

(2) エ 

問２ 

(1) 誘導電流 

(2) イ 

 

問１ オームの法則 

抵抗…Ｒ＝
 Ｖ 

 Ｉ  ，電流…Ｉ＝
 Ｖ 
 Ｒ  ，電圧…Ｖ＝ＲＩ 

抵抗器ａの抵抗の値は 20Ω，加えられている電圧は 5.0Ｖなので，電流の大きさは，
 5.0Ｖ 

20Ω
＝0.25Ａ 

(2) 抵抗のつなぎ方とその大きさ 

大きさがＲ1，Ｒ2である２つの抵抗を用いて回路をつくったときの回路全体の抵抗の大きさＲは，直列

回路…Ｒ＝Ｒ1＋Ｒ2，並列回路…
 １ 

 Ｒ ＝
 １ 

 Ｒ1 ＋
 １ 

 Ｒ2  

→直列回路では，回路全体の抵抗の大きさは，それぞれの抵抗の大きさよりも大きい。 

→並列回路では，回路全体の抵抗の大きさは，それぞれの抵抗の大きさよりも小さい。 

問２ (1) コイルの中の磁界が変化すると電流が流れる現象を電磁誘導といい，このとき流れる電流を誘導電流

という。 

(2) 発光ダイオードは電流の流れる向きが決まっており，図３では棒磁石のＮ極を上から近づけたことで，誘

導電流がＫに流れて点灯したことがわかる。図４でＳ極をｄの向きに動かすと，コイルの中の磁界の変化は

図３と反対になるので，Ｋには電流が流れず，Ｌには電流が流れる。Ｓ極をｅの向きに動かすと，コイルの

中の磁界の変化は図３と同じになるので，Ｋには電流が流れ，Ｌには電流が流れない。 
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【過去問 30】 

電熱線に電流を流したときの水の温度変化を調べるた

めに，Ａ～Ｃの３つの班に分かれ，異なる種類の電熱線を用

いて図１の装置をつくり，実験を行った。 

実験では，発泡ポリスチレンのカップに水 100ｇを入

れ，しばらくしてから水温をはかった。次に，カップの中の

水に電熱線を入れ，電圧計の値が 6.0Ｖになるように電圧を

調整して，回路に電流を流した。その後，水をガラス棒でゆ

っくりかき混ぜながら１分ごとに５分間，水温をはかった。 

表１は，電圧が６Ｖのときに消費する，各班が用いた電

熱線の電力を示したものであり，表２は，実験結果を示した

ものである。 

（福岡県 2023年度） 

図１ 

 

表１ 表２ 

 電力

〔Ｗ〕 

 電流を流した時間

〔分〕 
０ １ ２ ３ ４ ５ 

Ａ班 ６   Ａ班 16.0 16.8 17.6 18.4 19.2 20.0 

Ｂ班 ９  水温〔℃〕 Ｂ班 16.1 17.3 18.5 19.7 20.9 22.1 

Ｃ班 ３   Ｃ班 16.0 16.4 16.8 17.2 17.6 18.0 

問１ 下線部について，発泡ポリスチレンのカップが，この実験に用いる器具として適している理由を，「熱量」

という語句を用いて，簡潔に書け。 

問２ 図１の装置に用いられている回路の回路図を，電気用図記号を使って解答欄に記入せよ。ただし，図１に

示されている電気器具を全て記入すること。 

問３ 表２のＡ班の結果をもとに，「電流を流した時間」と「水

の上昇温度」の関係を，解答欄の図２にグラフで表せ。な

お，グラフには水の上昇温度の値を・で示すこと。 

 

図２ 
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問４ 下の    内は，この実験について考察した内容の一部

である。文中の（ア）に，Ａ～Ｃのうち，適切な記号を書

け。また，（イ）に，適切な語句を入れよ。 

電力と５分後の水の上昇温度の関係をグラフで表す

と，図３のようになった。表１から，最も電気抵抗が

小さいのは，（ア）班の電熱線であることがわかるので，

図３から，電気抵抗の小さい電熱線の方が，発熱量が

（イ）と考えられる。 

図３ 

 

 

問１  

問２ 

   

問３ 

図２ 

 

問４ 

ア   

イ   
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問１ 
例 

逃げる熱量を少なくすることができるから。 

問２ 

例 

 

問３ 

図２ 

 

問４ 

ア Ｂ 

イ 大きい 

 

問１ この実験では，カップの中の水がもつ熱量ができるだけ逃げていかないようにする必要がある。断熱性が高

い発泡ポリスチレンのカップを使うと，逃げる熱量を少なくすることができる。 

問２ 図１の装置は，電源装置，スイッチ，電気抵抗（電熱線）か

らなる回路である。電流計は抵抗に対して直列に，電圧計は抵

抗に対して並列につながれていることに注意して，右の図の

ように表す。 

問３ Ａ班について，電流を流した時間と水の上昇温度の関係を表

にまとめると次のようになるので，これをグラフにして表す。 

  

電流を流した時間〔分〕 ０ １ ２ ３ ４ ５ 

水の上昇温度〔℃〕 ０ 0.8 1.6 2.4 3.2 4.0 

 

問４ 電力の計算 

電力【Ｗ】＝電圧【Ｖ】×電流【Ａ】 

電力は電圧と電流の積で求められる。電圧が同じである場合，電気抵抗が小さいほど，流れる電流が大き

くなり，電力は大きくなる。図３より，電力が大きくなるほど発熱量が多くなり，水の上昇温度は大きくな

っていることがわかる。 
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【過去問 31】 

次の問いに答えなさい。 

（大分県 2023年度） 

問４ 回路に流れる電流について調べた。①～③の問いに答えなさい。 

 [図８]の回路のように，電熱線Ｐ，Ｑを並列につなぎ，６Ｖの

電源につなぎ，点Ｘ，Ｙの位置で電流の大きさＩＸ，ＩＹをそれ

ぞれ測定した。 

 [表２]は，その結果をまとめたものである。 

[表２] 

 

 [図９]の回路のように，  と同じ電熱線Ｐ，Ｑを直列につな

ぎ，６Ｖの電源につないだ。 

[図８] 

 

[図９] 

 

①  で，回路全体の抵抗の大きさは何Ωか，求めなさい。 

② 次の文は  ，  についてまとめたものである。（ ｈ ），（ ｉ ）に当てはまる語句の組み合わせとし

て最も適当なものを，ア～エから１つ選び，記号を書きなさい。また，（ ｊ ）に当てはまる数値を求め

なさい。 

 の回路で消費電力が大きいのは電熱線（ ｈ ）であり，  の回路で消費電力が大きいのは電熱線

（ ｉ ）である。  の回路で電熱線Ｑの消費電力は（ ｊ ）Ｗとなる。 

 ア イ ウ エ 

ｈ Ｐ Ｐ Ｑ Ｑ 

ｉ Ｐ Ｑ Ｐ Ｑ 

③  で，３分間６Ｖの電源につないだとき，回路全体で消費された電力量は何Ｊか，求めなさい。 

 

問４ 

①   Ω 

② 

記号    

消費電力   Ｗ 

③   Ｊ 
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問４ 

① 7.5 Ω 

② 

記号 イ 

消費電力 0.675 Ｗ 

③ 162 Ｊ 

 

問４ ① オームの法則 

抵抗…Ｒ＝
 Ｖ 

 Ｉ 
 ，電流…Ｉ＝

 Ｖ 
 Ｒ 

 ，電圧…Ｖ＝ＲＩ 

電源の電圧が６Ｖ，回路全体に流れる電流が 800mA（0.8Ａ）なので，回路全体の抵抗の大きさは，
６Ｖ

 0.8Ａ 

＝7.5Ω 

② 電力の計算 

電力【Ｗ】＝電圧【Ｖ】×電流【Ａ】 

図８でＰに流れる電流は 0.6Ａ，Ｑに流れる電流は 0.8－0.6＝0.2Ａである。図８ではＰとＱは並列にな

っているため，どちらにも電源の電圧と同じ６Ｖの電圧が加わる。よって，Ｐの消費電力は，６Ｖ×0.6

Ａ＝3.6Ｗ，Ｑの消費電力は，６Ｖ×0.2Ａ＝1.2Ｗである。なお，Ｐの抵抗の大きさは
６Ｖ

 0.6Ａ 
＝10Ω，Ｑの抵

抗の大きさは
６Ｖ

  0.2Ａ 
＝30Ωである。 

ＰとＱが直列になっている図９では，回路全体の抵抗の大きさは 10＋30＝40Ω，回路全体に流れる電流

は，
６Ｖ

 40Ω 
＝0.15Ａとなる。このとき，Ｐに加わる電圧は 10Ω×0.15Ａ＝1.5Ｖ，消費電力は 1.5Ｖ×0.15Ａ

＝0.225Ｗ，Ｑに加わる電圧は 30Ω×0.15Ａ＝4.5Ｖ，消費電力は 4.5Ｖ×0.15Ａ＝0.675Ｗとなる。 

 

③ 電力量【Ｊ】＝電力【Ｗ】×時間【ｓ】 

電源の電圧が６Ｖ，回路に流れる電流が 0.15Ａなので，回路全体の消費電力は６Ｖ×0.15Ａ＝0.9Ｗである。

よって，３分間（180秒）で消費された電力量は，0.9Ｗ×180ｓ＝162Ｊ 
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【過去問 32】 

次の文は，勇
ゆう と

人さんが自宅で停電があったことを，
か

佳
な

菜さんに話しているときの会話である。次の会話文を読

んで，後の問１～問３に答えなさい。 

（宮崎県 2023年度） 

勇人：昨日，急に停電してびっくりしたんだ。確認してみたら，家族でいろいろな電気器具を同時に使

っていたので，ブレーカーがはたらいて停電したみたいだよ。 

佳菜：それはびっくりしたね。一定以上の大きさの電流が流れると，ブレーカーがはたらいて自動的に

電流が流れるのを止めるようにしているというのを調べたことがあるよ。 

勇人：そういえば，テーブルタップにも同じような安全のための機能がついているものがあって，発熱

して火災になるのを防いでいると聞いたことがあるよ。 

佳菜：調べてみるとおもしろそうだね。一緒に調べてみよう。 

 

問１ 勇人さんたちは，熱と電気エネルギーの関係を調べるために，

図１のように電熱線を水の中に入れて電流を流す実験を行っ

た。このとき，電熱線に４Ｖの電圧を加えて，1.5Ａの電流が５

分間流れたとすると，発生した熱量は何Ｊになるか，求めなさい。 

図１ 

 

問２ 勇人さんたちは，複数の抵抗器を同時に使用した際の電流の大きさについて調べるために，図２のような

回路をつくり，スイッチを切り替えて電流を測定し，結果を表１にまとめた。このとき，抵抗器ａの電気抵

抗は 50Ωであることがわかっている。後の(1)～(3)の問いに答えなさい。ただし，抵抗器以外の電気抵抗は

考えないものとし，電源の電圧は一定であるものとする。 

図２ 表１ 

 

スイッチ

Ｘ 
切る 入れる 切る 入れる 

スイッチ

Ｙ 
切る 切る 入れる 入れる 

電流計の

値 
120mA 360mA 200mA 

   

mA 

 

   

 

(1) スイッチＸとＹを両方とも切っているとき，抵抗器ａに加わる電圧は何Ｖか，答えなさい。 

(2) 表１の     に入る数値として最も適切なものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 320 イ 440 ウ 560 エ 680 
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(3) 抵抗器ｂの電気抵抗の値は，抵抗器ｃの電気抵抗の値と比べて何倍か。答えとして最も適切なものを，次

のア～オから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 
１

 ３ 
倍 イ 

１

 ２ 
倍 ウ １倍 エ ２倍 オ ３倍 

問３ 勇人さんは，家の電気器具を 100Ｖで使用したときの消費電力を調べ，表２にまとめた。また，図３のよ

うに，15Ａ以上の電流が流れると自動で電流が流れるのを止めるテーブルタップをコンセントにつないだ。

このテーブルタップに表２の電気器具をつなぐときの説明として，適切なものはどれか。下のア～エから１

つ選び，記号で答えなさい。ただし，テーブルタップの差し込み口は３か所あり，コンセントの電圧は 100

Ｖであるものとする。また，表２の電気器具は，それぞれ１つずつしかないものとする。 

表２ 図３ 

電気器具 消費電力〔Ｗ〕 

 

ヘアドライヤー 1200 

テレビ 350 

そうじ機 850 

扇風機 30 

  

ア そうじ機は，他の電気器具と同時に使用することはできない。 

イ テレビをつないだとき，あと１つの電気器具をつないで同時に使用できる組み合わせは３通りである。 

ウ ２つ以上の電気器具をつなぐとき，同時に使用できる組み合わせは５通りである。 

エ ３つの電気器具をつなぐとき，同時に使用できる組み合わせは３通りである。 

 

問１   Ｊ 

 (1)   Ｖ 

問２ (2)  

 (3)  

問３   

 

問１ 1800 Ｊ 

 (1) ６ Ｖ 

問２ (2) イ 

 (3) ア 

問３ ウ 
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問１ 電力・電力量の計算 

電力【Ｗ】＝電圧【Ｖ】×時間【Ａ】 

電力量【Ｊ】＝電力【Ｗ】×時間【ｓ】 

４Ｖの電圧を加えて 1.5Ａの電流が流れたので，このときの電力は，４Ｖ×1.5Ａ＝6.0Ｗである。また，

５分間は 300秒なので，発生した熱量は，6.0Ｗ×300ｓ＝1800Ｊとなる。 

問２ (1) オームの法則 

抵抗…Ｒ＝
 Ｖ 

 Ｉ  ，電流…Ｉ＝
 Ｖ 
 Ｒ  ，電圧…Ｖ＝ＲＩ 

電気抵抗が 50Ω，電流が 120mA（0.12Ａ）なので，このときの電圧は，50Ω×0.12Ａ＝６Ｖ 

(2) スイッチＸを入れてスイッチＹを切ると抵抗器ａと抵抗器ｂの並列回路に，スイッチＸを切ってスイッチ

Ｙを入れると抵抗器ａと抵抗器ｃの並列回路になり，いずれの場合も各抵抗器に６Ｖの電圧が加わる。 

 よって，表１から，抵抗器ａと抵抗器ｂの並列回路全体に 360mAの電流が流れたことになるから，このと

き抵抗器ｂに流れた電流は，360－120＝240mAとなる。同様に考えて，抵抗器ａと抵抗器ｃの並列回路全体

に 200mA の電流が流れたことになり，このとき抵抗器ｃに流れた電流は，200－120＝80mA となる。スイッ

チＸとスイッチＹのスイッチをともに入れると，抵抗器ａ，ｂ，ｃの並列回路になり，各抵抗器に６Ｖの電

圧が加わるから，回路全体に流れる電流は，120＋240＋80＝440mAとなる。 

(3) 抵抗器ｂは，６Ｖの電圧が加わったときに 240mA（0.24Ａ）の電流が流れるので，電気抵抗の値は，
６Ｖ

 0.24Ａ 

＝25Ωとなる。抵抗器ｃは，６Ｖの電圧が加わったときに 80mA（0.08Ａ）の電流が流れるので，電気抵抗の

値は，
６Ｖ

  0.08Ａ 
＝75Ωとなる。よって，

 25 

75
 ＝ 

１

 ３ 
倍となる。 

問３ テーブルタップにつないだ電気器具は並列つなぎになるので，す

べての電気器具に 100Ⅴの電圧が加わる。よって，それぞれの器具

をつないだときの電流の大きさは，電流【Ａ】＝電力【Ｗ】÷電圧

【Ｖ】より，右の表のようになる。２つ以上の電気器具をつなぐと

き，流れる電流の合計が 15Ａより小さくなり，同時に使用できる組

み合わせは，「ヘアドライヤーと扇風機（12.3Ａ）」，「テレビとそう

じ機（12.0Ａ）」，「テレビと扇風機（3.8Ａ）」，「テレビとそうじ機 

  

電気器具 電流〔Ａ〕 

ヘアドライヤー 12.0 

テレビ 3.5 

そうじ機 8.5 

扇風機 0.3 
  

 と扇風機（12.3Ａ）」，「そうじ機と扇風機（8.8Ａ）」の５通りである。ア…そうじ機は，ヘアドライヤーと

同時に使用することはできないが，そのほかの器具とは同時に使用できるので，誤り。イ…テレビをつな

いだとき，あと１つの電気器具をつないで同時に使用できる組み合わせは，「テレビとそうじ機」「テレビ

と扇風機」の２通りであるから，誤り。エ…３つの電気器具をつなぐとき，同時に使用できる組み合わせ

は，「テレビとそうじ機と扇風機」だけなので，誤り。 
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【過去問 33】 

次の問いに答えなさい。 

（鹿児島県 2023年度） 

問２ 電流と電圧の関係を調べるために，図１のように電源

装置，スイッチ，電流計，電圧計，端子Ｐ，端子Ｑを接続

して，端子Ｐ，Ｑ間に抵抗器を取り付けてスイッチを入れ

たところ，抵抗器に電流が流れた。 

 次に，端子Ｐ，Ｑ間の抵抗器をはずし，抵抗の大きさが

15Ωの抵抗器ａと抵抗の大きさが 10Ωの抵抗器ｂを用い

て，実験１，２を行った。ただし，抵抗器以外の抵抗は考

えないものとする。 

図１ 

 

実験１ 図２のように抵抗器ａと抵抗器ｂを接続したものを端子Ｐ，Ｑ間につないで，電源装置の電圧調節つ

まみを動かし，電圧計の値を見ながら電圧を０Ｖ，1.0Ｖ，2.0Ｖ，3.0Ｖ，4.0Ｖ，5.0Ｖと変化させた

ときの，電流の大きさをそれぞれ測定した。表はその結果である。 

図２ 表 

 

電圧〔Ｖ〕 0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 

電 流

〔mA〕 
0 40 80 120 160 200 

       

実験２ 図３のように，抵抗器ａと抵抗器ｂを接続したものを端子Ｐ，Ｑ間につないで，電源装置の電圧調節

つまみを調節し，電圧計が 5.0Ｖを示すようにした。 

図３  

１ 図１のように電流が流れる道すじのことを何というか。 

２ 実験１について，端子Ｐ，Ｑ間の電圧と電流の関係をグラフにかけ。ただし，表から得られる値を「・」

で示すこと。 

３ 実験２で，抵抗器ｂに流れる電流は何Ａか。 

４ 実験１，２で，電圧計が 5.0Ｖを示しているとき，消費する電力が大きい順にア～エを並べよ。 

ア 実験１の抵抗器ａ イ 実験１の抵抗器ｂ 

ウ 実験２の抵抗器ａ エ 実験２の抵抗器ｂ 
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問２ 

１   

２ 

 

３   Ａ 

４ →     →     → 

 

問２ 

１ 回路 

２ 

 

３ 0.5 Ａ 

４ エ → ウ → ア → イ 

 

問２ オームの法則 

回路を流れる電流の大きさは，電圧の大きさに比例するという関係をオームの法則という。このとき，

電圧，電流，抵抗の関係は次の式で表される。電圧〔Ｖ〕＝抵抗〔Ω〕×電流〔Ａ〕 

３ 図３の回路は並列回路であるため，抵抗器ａ，ｂに加わる電圧はいずれも端子Ｐ，Ｑ間に加わる電圧と等

しい。抵抗器ｂの抵抗の大きさは 10Ωであるから，流れる電流は，オームの法則より，5.0Ｖ÷10Ω＝0.5Ａ

となる。 

４ 消費する電力の大きさは，電力〔Ｗ〕＝電圧〔Ｖ〕×電流〔Ａ〕で求められるため，各抵抗器に加わる電

圧の大きさと流れる電流の大きさを求めればよい。図２の回路に流れる電流の大きさは，表より，200mA＝

0.2Ａとなる。このとき各抵抗器に加わる電圧は，オームの法則より，抵抗器ａでは 15Ω×0.2Ａ＝3.0Ｖ，
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抵抗器ｂでは 10Ω×0.2Ａ＝2.0Ｖとなる。したがって，電圧計が 5.0Ｖを示しているときに消費する電力の

大きさは，実験１の抵抗器ａでは 3.0Ｖ×0.2Ａ＝0.6Ｗ，実験１の抵抗器ｂでは 2.0Ｖ×0.2Ａ＝0.4Ｗとな

る。また，実験２の抵抗器に流れる電流は，オームの法則より， 

 抵抗器ａでは 5.0Ｖ÷15Ω＝
１

 ３ 
Ａ，抵抗器ｂでは 5.0Ｖ÷10Ω＝0.5Ａである。したがって，消費する電力

の大きさは，実験２の抵抗器ａでは 5.0Ｖ×
１

 ３ 
Ａ＝1.66…Ｗ，実験２の抵抗器ｂでは 5.0Ｖ×0.5Ａ＝2.5Ｗ

となる。よって，消費する電力が大きい順に並べると，エ→ウ→ア→イとなる。 

 

 


